


心 の 糧

大管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・リ ー

あ らゆ る国 々 に住 む 教 会 員 た ちに 申 し上 げ た い。 それ ぞれ

の住 む 所 に あ って ， イ ギ リスの聖 徒 た ち が 「神 の御 業 は こ こ

に あ り。 心 を 尽 く し働 か ん 。 み 神 が 共 に ま しま せ ぱ， い か で

恐 る る こ とあ りや 。 わ れ ら生 き るは この地 な り，神 に仕 え ん

この地 に て」 と歌 った 様 な 気 持 を 持 って い た だ き た い。

あ らゆ る所 に住 む 忠 実 な 聖 徒 た ち に， ま た す べ て 心 の 正直

な友 人 た ち に 申 し上 げ る。

家 族 の祈 りを持 ち， 家 族 の結 び つ きを 強 め ， 家 庭 を 愛 で満

た しな さい。

神 権 の守 護 者 で あ る人 々 よ， 「教 会 員 を 守 護 し， 彼 らと共

に あ りて彼 らを強 くす べ き もの とす 」 （教 義 と聖 約 ２０：５３）

とい う神 聖 な責 任 を お ろ そ か に して は な らな い。

指 導 者 で あ る人 々 よ， 激 流 の ご と くに全 地 を 覆 お う と して

い る邪 悪 の流 れ に対 抗 す る た め に， 今 日天 よ り与 え られ た プ

ロ グ ラ ムを全 力 を尽 して遂 行 しな さ い。

あ な た 方指 導 者 は， 他 の人 々 に活 動 の機 会 を与 え る こ と に

よ って ， 自分 自身 の荷 を軽 くす る こ とが で き る。 それ に よ っ

て ， あ らゆ る人 々 が 利益 を受 け るで あ ろ う。

何 よ り もま して ，権 威 と権 能 を持 って イ エ ス ・キ リス トの

福 音 を 教 え ，私 た ちの 主 イ エ ス ・キ リス トの神 聖 な御 業 を ，

絶 え ず 証 しな さい 。

そ して ， 心 が 正 直 で ，真 心 か ら真 理 を探 求 して い る友 で あ

る皆 様 に， 厳 か に証 申 し上 げ た い 。生 け る者 ， 死 に し者 の救

い の鍵 を 持 つ ， 権 能 あ る僕 によ って 儀 式 が 執 行 さ れ た 時 ，

「キ リス トの瞭 罪 に よ り
， す べ て の 人類 は， 福 音 の お き て と

儀 式 とを守 る こと に よ りて 救 わ れ 得 る」 （信 仰箇 条第 ３条 ）

と。
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象泣嘔 一
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大 管 長 会
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マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー
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ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・ Ｊ ・ア シ コ．ト ン

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

諮 問委 員会

Ｊ ・トー マス ・フ ァイ ア ンズ （内務 伝 達 部 長 ）， ジ ョ ン ・

Ｅ ・カ ー （配 送 ・翻 訳 部 長 ）， ドイ ル ・Ｌ ・グ リー ン （教

会誌 編 集 主幹 ）， ダニ エ ル ・Ｈ ・ラ ドロ ウ （教 育 資 料 担 当

主 幹 ）

統一誌編集主幹

日本 語 コ ー デ ィネ ー タ ー

ロー カ ル編 集

ラ リ ー ・ ピ ラ ー

八木沼修一

高木 まりゑ

ス テ ー キ 部 本 部 ・伝 道 本 部 住 所

東 京 ステ ー キ部 本部 〒 １０７ 東 京 都 港 区 北 青 山 ３の ６．の ４
’ Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４０７－ ２控６５）

大 阪 ス テ ー キ部 本部 〒 ５６０ 大 阪 府 豊 中市 岡町 北 １の１２の ３

Ｔ Ｅ Ｌ （０６８－５２－３７３４）

日 本 東 伝 道 本 部 〒０６３ 札 幌 市 中 央 区 北 ２条 西 ２４の２４５

Ｔ Ｅ Ｌ （０１１－ ６１１－ ３６９７）

日 本 伝 道 本 部 〒 １０６ 東 京 都 港 区南 麻 布 ５の ８の１０

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４４２－ ７４３８）

日 本 中 央 伝 道 本 部 〒 ６５７ 神 戸 市 灘 区篠 原 本 町 ４の ６の２８

Ｔ Ｅ Ｌ（０７８－ ８８１－２７１２－３）

日 本 西 部 伝 道 本 部 〒 ８１０ 福 岡市 中央 区平 尾 浄 水 町 ４６

Ｔ Ｅ Ｌ （０９２－ ５２－ ６０４８）

「偉 大 」 とい う言 葉 に は数 多 くの定 義 が あ る。 た び た び世

の人 々 は， 「偉 大 」 の程 度 を 名声 ， 富 ， 権 勢 ， さ らに は単 な

る知 名 度 に よ って 測 ろ う とす る。 しか し， 真 の 「偉 大 さ」 と

は精 神 に関 す る事 柄 で あ り， そ の精 神 によ って 心 を動 か され

た人 々 の生 涯 か ら最 も よ く測 る こ とが で き る。 偉 人 の生 涯 は

高 潔 ， 奉 仕 ， 神 に対 す る献 身 ， 真 理 の た め の献 身 ， 自己改 善

そ して克 己 に満 ち た も ので あ る。 偉 大 な 人 々 は 名 誉 を求 め よ

う とは しな いが ， お のず と名 誉 が 与 え られ るの で あ る。

今 月 号 の 「聖 徒 の道 」 で は， そ の大 部 分 を ３人 の偉 大 な 人

々 ，末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の大 管 長 会 を構 成 して い

るハ ロル ド ・Ｂ ・リー， Ｎ ・エル ドン ・タ ナ ー， マ リオ ン ・

Ｇ ・ロ ムニ ー の半 生 の記 録 に費 や して い る。 ３人 の記 録 を 書

い た 人 々 自身 も教 会 幹 部 で あ り， ３人 の方 々 と深 い霊 的 な交

わ りを 持 ち続 け て きた人 々 で あ る。

り一大 管 長 ， タ ナ ー副 管長 ， ロ ム ニ ー副 管長 の半 生 に は ，

興 味深 い類 似 点 が あ る。 ３人 が ３人 と も， そ の生 涯 は質 素 な

生 活 で 始 ま った 。 そ れ故 彼 らは貧 困 の意 味 を知 って お り， 家

族 を 養 うた め に精 一 杯働 くこ との意 味 を知 っ て い る。 彼 らは

一 生 懸 命 働 き．
， 主 を 信頼 し，主 に仕 え て き た人 々で あ る。 ま

た も うひ とつ の類 似 点 は ， ３人 と も人 々へ の奉 仕 の た め に そ

の生 涯 を 捧 げ て きた こ とで あ る。 そ の 結果 ， ひ と り と して名

誉 を求 め は しなか った が ， お の ず と名 誉 が 与 え られ た の で あ

る。

３人 と もが 開 拓 者 の血 筋 を ひ い て い る とい ケ こ と も， この

場 合 ， あ る程 度 大 切 な事 実 で あ ろ う。 末 日聖徒 とな る人 々 は

た ぐい ま れ な， 霊 的 な強 さ と洞 察 力 を 持 つ 人 々で あ る。 しか

し， 勇敢 な開 拓 者 の先 祖 を持 ち なが ら， わ き道 にそ れ て しま

った 会員 もい る。 真 に そ の相 違 を生 む も の は， そ の人 自身 に

あ るの で あ り， そ の人 が， 神 の御 手 に よ って ， 喜 ん で 鍛 練 を

受 け，導 きを 受 け るか否 か に か か っ て い る よ うに思 え る。

主 が ま さに この 時代 の た め に育 て上 げ られ た ３人 の偉 大 な

人 々の生 涯 の物 語 は，読 者 の共 感 を 得 る もの と確 信 して い る。

彼 らは神 の予 言者 で あ り， 会員 た ち に よ り， 神 の予 言 者 と し

て 支 持 され て い る人 々 な の で あ る。

２４０



小 さなアイダホの農場 か ら出発 して，

今 日末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会大

管長としてその偉大で神聖な責任を受

け る に至 った ハ ロル ド・：Ｂ ・リー の人

生 は ， 長 い 長 い 旅 で あ った。 そ の 旅 は

希望 と不安 に満 ち，苦闘 と悲豪に間断

な く見舞われ，や っと勝 ち得た成功 と

鍛 えに鍛え抜 かれ た信仰 に満 ちあふれ

るば か りの もので あ った。一
大管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・リ ー

２４１

私 が尊敬す る人 一

十二使徒評議員会会員

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー

３歳半 の ハ ロル ド ・Ｂ ・リー

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー 大 管 長 の生 涯 を略 述 す れ ば次 の よ うに

な る。 １８８９年 ３月 ２８日ア イダ ホ州 ク リフ トンで サ ミュ エ ル ・

マ リオ ン ・ リー とル イ ザ ・エ メ リン ・ビ ンガ ム ・ リー を両 親

とす る ６人 兄弟 の 長 男 と して誕 生。 近 所 の学 校 を振 り出 しに

プ レス トンの近 くの オ ナ イ ダ ・ア カ デ ミー で学 び ，続 い て ア

イダ ホ州 アル ビオ ンの ア ル ビオ ン州 立 師範 学 校 に学 ぶ。 そ の

後 ， ユ タ大 学 で 学 ぶ。 ユ７歳 で 教職 に つ き ， ユ８歳 に して校 長 と

な る。 そ の 後 ユ タ州 ソル トレー ク郡 で ふ た つ の学 校 の校 長 を

兼 務 。 １９２３年 １１月 １４日 フ ァー ン ・ル シ ンダ ・タナ ー と結 婚 。

１９６２年 ９月 ２４日妻 と死 別 。 １９６３年 ６月 １７日 フ リー ダ ・ジ ョウ

ン ・ジ ェ ンセ ン と再 婚 。

１９２８年 か ら１９３３年 ま で フ ァ ウ ンデ ー シ ョン出版 社 を経 営 。

ユ９３３年 か ら１９３７年 ま で ソル トレー ク市 理 事 を 務 め る。 この 時

教 会 福 祉 計 画 部 長 とな る。 １９４１年 ４月 ６ＥＩ十 二 使徒 評 議 員 会

の会 員 に指 名 され ， ユ９７０年 １月 ２３日十 二 使 徒 評 議 員 会 会長 兼

第 一 副 管 長 に指 名 され る。 さ らに１９７２年 ７月 ７ 日大 管長 に聖

任 され ， その 職 に任 命 され た 。

これ が リー 大管 長 の人 生 の流 れ で あ る。 しか し， この生 涯

は も っ と詳 し く語 る価 値 が あ る も ので あ る。

町 の 大 き さか ら言 え ば， ク リフ トン は， 幹 線 道 路 か らはず

れ た 小 さな 町 で あ る。 しか し年 月 が た つ に つれ ， こ の町 は，

第 １１代 大 管 長 の 出生 の地 と して そ の 名が 知 られ る こ とにな る

で あ ろ う。

リー大 管 長 の 父 ， サ ミュエ ル ・マ リオ ン ・リー は， 南 ネバ

ダ のパ ナ カ とい う田舎 町 か ら ク リ フ トンに や っ て来 た のだ っ

た 。 サ ミュ エル は ，生 ま れ て２８日 目に， 母 （リー大 管 長 の祖

母 ） と死 別 した。 未熟 児 で生 ま れ た サ ミ ュエ ル は， 指 輪 が 大

きす ぎて ， 腕 輪 にな って しま う程 小 さ く， 哺 乳 び ん の代 わ り

に， 目薬 の ス ポイ トで ミル クを飲 ま せ て も ら う程 で あ っ た。

母 親 の姉 が ク リフ トン に住 ん で い た た め ， １８歳 の 時， 引越 し

て そ の家 族 と共 に生 活 を 始 め る こ とに な っ た 。

サ ミュ エル はそ こで ， 黒 髪 の 黒 い 目を した ル イ ザ ・ビン ガ

ム に会 った 。 ふ た り は ロ ーガ ン神殿 で結 婚 した。 彼 ら と， そ

の後 生 まれ た ６人 の子 供 た ちの 住 ん だ 家 は， 町 か ら ５キ ロ程

北 に入 っ た ほ こ りっぽ い 道 ぞ い に あ った 。 そ の道 は， 夏 は ほ

こ り道 ， 冬 は雪 道 ， 春 と秋 は ぬ か るみ に な る とい う道 で あ っ

た。 一 番 近 い病 院 で も何 キ ロ も離 れ て お り， ま た 医者 に して

も同様 で あ っ た。 そ こで ヘ ン ダ ー ソ ン家 の ス ー ザ ンお ば さ ん

が家 政 婦 と して働 く こと にな った 。

田舎 の子 供 た ち に混 じって ， はだ しで ，作 業着 を着 た ハ ロ

ル ドが育 っ た の は， こん な所 で あ った 。 ダ ドリー 池 で は水 泳

が で き た が， 日曜 日 は例 外 で あ った 。 父 は 副 監督 ，母 は ＹＷ

Ｍ ＩＡ の役 員 で， 日曜 日 は聖 日で あ った の で あ る。 ハ ロル ド

・Ｂ ・リー が バ プ テ ス マ を受 けた 所 は， バ イ ビ ー農場 に あ る

同 じよ うな池 で あ っ た。

当 時 は， 経 済 状 態 がす こぶ る悪 か った 。 そ の た め， 作 物 は

豊 富 に とれ て も， ほ とん ど金 に な らな か った 。 父 は ， 刈 り入





れ や井 戸 掘 りや か んが い用 水 の建 設 を請 け負 って ， 家 族 の 収

入 の増 加 を は か っ た。 しか し， り一家 の子 供 た ち は， 自分 た

ち が 貧 乏 で あ る こ とを知 らなか った 。 家 庭 と教 会 が ， 娯楽 の

機 会 を与 え て くれ たか らで あ る。 リー家 の宝 は， ピ ア ノで あ

った 。音 楽 教 育 に造 詣 の深 い ス コ ッ トラ ン ド出 身 の女 性 が ，

ピ ア ノの弾 き方 を教 え て くれ た 。

特 に ハ ロル ドは， 上 達 が 早 か った 。 興 味深 い こ とは ， この

当時 培 われ た音 楽 に対 す る愛 が ， 後 に教 会 音 楽委 員 会 の議 長

の職 に つ い た時 ， 遺 憾 な く発 揮 され た とい う こ とで あ る。

子 供 た ち は， 母 親 の御 す 馬 車 に乗 って ，毎 日， 学 校 へ ３キ

ロあ ま りの道 を往 復 した。 そ の 馬 車 には ，冬 吹 き つ け る北 風

を防 ぐ もの もな く， 雪 解 け の季 節 に は道 の ぬ か るみ で大 変 で

あ っ た。 だ が ， これ が ク リフ トンの 生活 で あ った 。 リー大 管

長 が 回想 して い る よ う に， 「お 金 で 買 え な い もの な ら何 で も

あ りま した」 とい う生 活 で あ った 。

近 所 の学 校 を 卒 業 す る と， 男 の子 た ち は家 を 出 て， ２４キ ロ

ほ ど離 れ た プ レス トン にあ る，教 会経 営 の オ ナ ィ ダ中 学 校 に

入 学 した 。 こ の時 ， ハ ロル ドは １３歳 で あ っ た が， こ こで 初 め

て エズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン と会 った。 そ の後 ， ア イ ダ ホ州

の反 対 側 に あ る アル ビオ ン州立 師範 学 校 に入 学 した。 この学

校 で ハ ロル ド ・Ｂ ・リーは ， １７歳 で教 員 免 許 状 を取 得 した。

それ は彼 に と って も， 家族 に と って も， 喜 ば しい 日 で あ っ

た 。 地 方 教育 委 員 会 は， ク リフ トンか らそれ ほ ど遠 くな い，

デ’イ トン と ウ エス トンの 間 にあ る シル バ ー ス ター校 とい う，

１学 級 しか な い 小 さな学 校 の教 師 に ハ ロル ドを任 命 した。

彼 は，週 末 には 決 ま って， １６キ ロの道 を馬 に乗 って 帰 宅 し

た。

● ， ●

この期 間 は， もっ と大 き な責 任 を伴 った さ らに偉 大 な 機 会

に備 え る， い わ ば準 備 期 間で あ っ た。 翌 年 ， 委 員 会 は， 彼 を

４学 級 あ るオ ッ クス フ ォー ド校 の校 長 に指 名 した 。 １８歳 の 青

年 に とっ て， これ は偉 大 な機 会 で あ った 。 彼 は６４キ ロの 道 の

りを， 雨 が降 ろ うが 風 が 吹 こ うが ， 天 気 の 良 し悪 しにか か わ

らず， 毎 日馬 に乗 って 通 勤 した。 培 わ れ た 音 楽 の才 能 と， バ

ス ケ ッ トボ ール に秀 で た彼 は， 暇 な時 間 を 地 域 活 動 の た め に

費 や した。 この 当時 ， 父 は監 督 で あ り， ハ ロル ドが ， 後 によ

く知 られ る よ うにな った 教 会 福 祉 計 画 の 一 部 を か い ま 見 た の

は この頃 で あ った 。 当時 も現 在 と同 様 ，生 活 困 窮 者 の 面倒 を

見 る責 任 は監 督 に あ った 。 り一監 督 は 自分 で 倉庫 を持 っ て い

て ， 必 需 品 は皆 ， 彼 の 食 料 貯蔵 庫 か ら出 して い た 。夜 に な る

と， 家 族 の者 は， 父 が 小 麦 の 袋 を 持 って 出 か け るの を 見 た 。

だ が ， 困 窮 者 の 自尊 心 が 充 分 考 慮 され ， 援 助 を必 要 と して い

る人 々 の名 前 が 世 間 話 の た ね にな って彼 らが 困惑 す る こ とが

な い よ う， 厳 密 に注 意 が 払 わ れ た の で ， 家族 の者 は父 親 が ど

こ に出 か けて 行 くの か 知 らな か った 。

また ， 当 時 も現 在 同 様 ， 伝 道 に出 か け よ う とす る青 少年 を

推 薦 す るの は， 監 督 の 特 権 で あ り， 責任 で あ っ た 。 ４年 間教

職 に あ った ハ ロル ドは，既 に２１歳 に な っ て い た。 そ して， ヒ

ー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管 長 か ら
，西 部 諸 州 伝 道 部 で伝 道 す

る召 しを 受 けた ので あ る。

教 会 伝 道 部 の鍵 の か か った書 庫 の 中 に は， 大管 長 会 あ て の

リー長 老 に関 す る報 告 が あ る。 １９２２年 １２月 ３０日の 日付 けで ，

ジ ョン ・Ｍ ・ナイ ト伝 道 部 長 の 署 名 が あ る。 これ に よ る と，

彼 の伝 道 期 間 は， １９２０年 １１月 １！日か ら１９２２年 １２月 １８日まで と

な って い る。 様 々な 質 問 に次 の よ うな答 え が記 さ れ て い る。

（下 ） ５歳 の と きの リー大 管長

（右 ） ア イ ダ ホ 州 オ ック ス フ ォー

ド校 で １９歳 の校 長 で あ った

（次 ペ ー ジ上） １９１５年 か ら１６年 ま

で 在 学 した オ ナ イ ダ ・ス テ ー キ

・アカ デ ミー の 討 論 会 の パ ー ト

ナ ー， ス パ ー レル ・パ フ（左）と

共 に

禦 蜜
　なヨ ぷ 　か ぼ し

遭ぐ

遭 鴫、

蒼黛 ∵；
１奔繁

》
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勲 ｉ賦 叫 冷
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「評 価 一一 説 教 者 と して 一 一非 常 に優 秀
。 管理 者 と して一 一

敏 腕 家 ，，福 音 の知 識 は一 一優 秀 。 精 力 的 で あ った か一 きわ

め て。 思 慮 分 別 が あ り， よ い影 響 を及 ぼ した か一 然 り、備

考 一 り一長 老 は， １９２１年 ８月 ８日か ら１９２２年 １明 １８日ま で

デ ンバ ー地 域 を管 理 して抜 群 の功 績 を 残 した 。 非 常 に優 秀 な

宣 教 師 で あ った 。」

そ の 時， 同 じ伝 道 部 内 に ソル トレー ク市 出 身 の フ ァ ン ・ル

シ ンダ ・タ ナー とい う若 い姉 妹 宣：教 師 が い た。 彼 女 は同 僚 た

ちか ら理 知 的 で美 しい との評 判 を得 て いて ， 聖 典 の 勉 強 には

非 凡 な才 能 を示 して い た。 リー長 老 は伝 道 か ら解 任 さ れ る

と， ク リワ トンに は， ち ょっ と帰 っ た だ けで ， す ぐに ソ ル ト

レー ク市 へ と って帰 し， 彼 が伝 道 中遠 くか ら敬 服 して いた そ

の女 性 の と こ ろへ行 き， プ ロポ ー ズ した。 ふ た りは リー長 老

の伝 道 終 了 の 約 １１ヵ月 後 ， ソル トレー ク神 殿 で 結 婚 した 。

その 結 婚 で ， ヘ レン と モ副 〕ン とい うふ た りの美 しい娘 が

生 まれ た 。リー家 は そ の附 近 の若 者 た ちの 集 会 の場 とな った 。

〆

リー姉 妹 の穏 や か な態 度 と困 難 な 問 題 に対 処 す る機 敏 さは，

彼 女 を知 る人 の賞 賛 の的 で あ った 。 あ る時， ふ た りの高 名 な

人 が 同僚 の ひ と りを 批 判 して い るの を 聞 い て， り 一 姉 妹 は

「公明 正 大 で あ りた い と思 っ た ら，親 切 に す る こ とを忘 れ て

は い け ませ ん わ 、」 と言 って ， ふ た りの批 判 を黙 らせ た こ と も

あ つ た。

ア ー ネ ス ト ・Ｊ ・ウイ ル キ ン ス夫 人 とな った モー リンは事

ｌｇ６６年 ， 父 が 教 会 の仕 事 で ハ ワ イ に行 って い る間 に な くな っ

た。 プ レ ン ト ・Ｌ ・ゴ ー ツ夫 入 とな った ヘ レ ンは ， 長 く扶助

協 会 会 長 の職 に あ り， 今 ［ヨもこの 組 織 で 働 い て い る、，そ して

教 師 と して， 自分 の若 い娘 た ち に親 し く接 す る機 会 が 惇罵 ら

れ て い る。

！１一 大管 長 が １８歳 に な る ま で にふ た つ の 学 校 の 校 長 を務 轟

た素 質 が， こ こで 再 認 識 され る時 が き た。 ユ タ大学 で の 学業

が終 わ る と， まず ウ ィ ッテ ィア ー校 の ，続 いて ソル トレー ク

郡 の ウ ッ ドロ ー ・ウ ィル ソ ン校 の校 長 に指 名 され た 。

夏 の 間 は， 図 書 館 の仕 事 も して いた が ， １９２８年 ， フ ァ ウ ン

デ ー シ ョ ン出版 社 は， 彼 を説 得 して ， 山岳 地 方 担 当部長 と し

て招 い た 。 そ の後 １９３２年 ， ソル トレー ク市 理 事 の死 去 に伴 っ

て ，彼 は理 事 に指 名 され た。 さ らに翌 年 も再 選 され た ，，

彼 は結 婚 後 ， パ イ オ ニ ア ス テ ー キ部 内 に住 ん で いた が ， そ

こで は教 会 の責 任 が次 々 に与 え られ た。 そ して １９２９年 ， 副 ス

テ ーキ部 長 に指 名 され， そ の翌 年 に は ス テ ー キ部 長 に召 され

た 。 そ の 時３ユ歳 で あ っ た彼 は， 当時 教 会 で 最 も若 い ス テ ー キ

部 長 で あ った 。

その 頃 ， アメ リカに も全 世 界 に も恐 慌 が 忍 び 寄 って い た。

株 は 暴 落 し， 手 形 は滞 り，銀 行 は 閉鎖 され た。 何 百 万 ドル と一
「お金 で 買 え な い もの な ら

何 で もあ りま した．、



為 罫罰

脚 墜
１鐸 騰 鋼
いう預金が宙に浮いて失われた。失業者の増加は破局を暗示

する勢いであった。長年の仕事が無駄になって，自殺する者

も出た。貧民救済所には人々がえんえんと列を作った。落胆

と悲劇があるのみであった。パイオニアステーキ部でも会員

の半分以上が失業 した。

若いステーキ部長にとって，恐ろしいチャレンジがやって

来たのだ。彼は，かつて誇り高 く，豊かであった人々が，失

業のために自分の家族 さえ養えな くなる有様を見て，心を痛

め，涙を流 し，神に祈 った。 この時，倉庫を建設する考えが

霊感によって与え られた。倉庫ができれば，そこへ食料や必

需品も集め，そこか ら貧困者に物資を分け与えることができ

るのだ。事業計画が実施 に移 され，この事業は地域社会の改

善に寄与 しただけでな く，さらに大事なことには，受けたも

のに対 して人々に働 く機会を提供 したのである。ある古い事

２４５

業所の建物が取 り壊され，その材料でステーキ部体育館を建

設 した。そして， この体育館は人々に社交とレクリェーショ

ンの場を提供することになった。

他のステーキ部 も同じような計画に着手した。そして１９３６

年 ４月，当初， ヒーバー ・Ｊ・グラン ト大管長が教会保全計

画 （現在の教会福祉計画）と呼んだ事業に着手するたあに，

これらステーキ部は一致協力することになった。

パイオニアステーキ部の若き指導者，ハロル ド・Ｂ ・リー

は，この絶望 と試練の時代にあって，困難の海に船出 した新

しい船の水先案内人 となるべ く召 しを受けた。問題は山積し

ていた。農業資産を集め，食糧を生産 し，またその処理施設

や貯蔵施設を造ることは困難をきわめた。さらに悪いことに

教会のすることに対 して批判的な態度を取る人々がいた。そ

のような人は，福祉などというものは政府のする仕事である

と考えていたのだった。

だが，祈 りと説得に努め，汗 と涙を流 し，そして予言者か

らの祝福を受けて，彼はシオンのステーキ部を東 奔 西 走 し

た。その結果，ようや く計画 も軌道に乗 り，発展 して，隆盛

を見るに至った。

今日の福祉計画の広範な成果，すなわち一 数々の豊かな

農場，処理工場，かん詰め工場，大穀物倉庫，製粉工場，そ

の他アメ リカ全土に散 らばっている施設一 を見ると，当時

リー大 管 長 の指 導 の も と に１９３３年 に建 設 され た パ イオ ＝

ア ス テ ー キ部 体 育 館 。 １９５４年 この 体 育館 は ハ ロル ド・Ｂ ・

リー ・ホ ール と改 名 され る 。

１９４１年 の リー 家族 （左 か ら）フ ァー ン ・リー姉 妹 ，ヘ レ

ン （ゴ ーツ ）， モ ー リ ン （ウ ィル キ ンス）， リ噛長 老

蝉評

．麟



の努力の跡をしのぶことができ，感動を禁 じえない。政府の

救済計画が，いまだ絶えず攻撃の的になっている今 日，教会

の計画は全世界の人々か ら変わらぬ賞賛を博 している。教会

で福祉計画を運営したため，納税者たちは何百万 ドルという

お金を納めなくてもすんだ。数千という男女が雇用の機会を

与えられ，数多 くの身体障害者にも自分の必要なものを自分

で働いて得る機会が与えられている。この計画の恩恵に浴 し

ている人々で， 「怠惰ののろいと施 し物の悪」影響を受けて

いる人はいない。それ らの人々の尊厳 と自：尊心は固 く守 られ

ている。直接その計画の恩恵に浴 していない数多くの男女 も

食糧の生産や処理に携わった り，数々の仕事を共同で行なう

ことによって，人々のため非利己的な奉仕をする喜びが得 ら

れることを証 している。

この計画の大きな意義と驚異的な結果を証することのでき

る人は，この計画を成 し遂げ，そ して善のための力を現実の

ものにまで引き上げた啓示のみたまを決 して疑 うことができ

ないだろう。この計画の最初の部長であり，その後長 く，教

会福祉委員会の議長を務め，霊感あふれる指示を与えたハロ

ル ド・Ｂ ・リー大管長には，賞賛の声を送 らなければならな

い。だが リー大管長は，これをおだやかに否定するだろう。

そ れ は正 しい の で あ る。 な ぜ な ら， リー大 管 長 は， この栄 誉

を 主 に帰 した い と望 ん で い る か らで あ る。 主 は， この僕 を鍛

え る に あた って ， その献 心 と信頼 を よ し と され た の で あ る。

興 味 深 い こ と に， リー大 管長 を補 佐 す る マ リオ ン ・Ｇ ・ロ

ム ニ ー第 二 副 管 長 は ， この計 画 の初 期 の頃 ， 共 に辛 苦 を な め

た 友 で あ り， ま た リー大 管長 の あ とを継 い で部 長 とな っ た人

で あ る。 ふ た り はそ れ よ り何 年 も前 に， 個 人 的 に親 し くな っ

て いた 。 ふ た り共 ， そ の 計画 の最 初 の集 会 が 開 か れ た頃 は，

作 業 着 を 着 て ， 共 に働 い た もの で あ った。 以来 ， ふ た りは，

共 に働 く経 験 を 積 み重 ね る う ちに， 無 類 の伴 とな っ た の で あ

（上 ） １９３８年 教 会 福 祉 委 員 会 の 最初 の 管理 主事 と し て働 く リ ー 兄

弟 。 委 員 会 ア ドバ イ サ ー と 共 に一 ア ル バ ー ト ・Ｅ ・ボ ウ エ ン長

老 ， メル ビ ン ・Ｊ ・バ ラー ド長 老 ， ジ ョン ・Ａ ・ウ ィ ッツ ォー長

老 ， ヘ ン リー ・Ｄ ・モイ ル 長 老 （後 ろ に 立 って い る）

（中 ） １９３７年 教 会 福 祉 委 員 会 左 か ら メ ル ビ ン ・Ｊ ・バ ラ ー ド，

ロバ ー ト ・ Ｌ ・ジ ャ ッ ド， ヘ ン リー ・Ｄ ・モ イ ル ， ウ ィ リア ム ・

Ｅ ・ライ バ ー グ ， ハ ロル ド ・Ｂ ・リー ， セ オ ドア ・デ ブ リー ， キ

ャンベ ル ・Ｍ ・ブ ラ ウ ン， ス トリ ンガ ム ・Ａ ・ス テ ィー ブ ンス ，

マー ビ ン ・０ ・ア シ ュ トン監 督 ， ケ ー ト ・パ ー カ ー

（下 ） １９３４年 父 と 息 子 の 活 動 で ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管長 と共

に 。 この 時 リー大 管 長 は パ イ オ ニ ア ス テ ー キ部 の ス テ ー キ部 長 で

あ った 。

る。

３分の １世紀前を振 り返ってみると，今日リー大管長の双

肩に引き継がれた重責に耐えさせるべ く，この僕を鍛練され

た主の御手を見ることができる。教会の福祉計画の，試練 に
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満 ち た開 拓 時 代 に あ って ， 辛 苦 を な め信 仰 を試 され た リー長

老 は， ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管 長 に よ って 使 徒職 に召 さ

れ ， １９４１年 ４月 ６日十 二 使 徒評 議 員 会 の 一員 と して支 持 され

た。

この召 しの際 ， ジ ョン ・Ａ ・ウ ィ ッツ ォ ー長老 １は， 新 し

い 同僚 に つ いて イ ンプ ール ブメ ン ト誌 の社 説 で 次 の よ うに書

い て い る。 「彼 は主 に全 幅 の信 頼 を 寄 せ ， 同 胞 に対 して 絶 え

ざ る愛 を持 っ て い る。 教 会 と国家 に対 して は忠 誠 を 尽 く し，

福 音 の た め に は， 自分 の こ と も忘 れ て 献 身 す る人 で あ る。 知

性 と精 力 と指 導 力 に恵 まれ ， 神 の御 言 葉 とみ こ こ ろを 教 え る

弁 舌 に は天 職 の才 が あ る。 彼 が 主 に助 け を求 め に行 く時 ， 主

は， 人 類 の救 い を 実現 させ 永 遠 の御 計 画 を押 し進 め る ため ，

彼 を強 力 な器 となす で あ ろ う。 … …彼 の ため に捧 げ る人 々 の

祈 りの声 が主 の耳 に届 く時 ，．彼 に は， 自分 が か つ て 知 り得 な

鷲 驚 畿 ら欝 ろうｄ（イン継 ブメン
これらの評価は正鵠を射ており，また予言的な言葉でもあ

った。

彼の過去３１年の生涯は， 「全世界におけるキ．リス トの御名

の」特別な証人 として，特別な職である使徒に課せ られた偉

大なそして神聖な召しを終始一貫，忠実に尽 くした歳月であ

った。

この責任を遂行するにあたって，彼は大管長会の指示の下

に，世界各地を旅 し，声をφげて，全人類の購い主の使命を

証 し，人々の心を動か した。

彼は， しばしば，パウロがコリン ト人にあてた次の言葉を

引用している。 「また， もしラッパがはっきりした音を出さ

ないなら，だれが戦闘の準備をするだぢうか。」（１コリン ト

１４；９） ハ ロル ド ・Ｂ ・リー の言 葉 に は， 全 くあい ま い な と

こ ろが な い 。言 葉 の あ やを 使 うの で は な く， 確 固 た る信念 に

基 づ い た，確 信 に あふ れ る彼 の証 は，今 や２０力国 語 近 くの言 葉

に翻 訳 され て， 身分 の上 下 な く世 界 のす み ず み に まで 述 べ ら

れ て い る。真 理 に つ い て証 を述 べ る時 は， 神 の僕 と して ， そ

の 責任 に対 し， い さ さか もた じろ ぐ こ とは ない 。 彼 が 証 を 述

べ る時 ，宣 教 師 は心 を ふ るい た たせ て ， さ らに熱 心 に努 め る

よ うに な り， 教 会員 は， 福 音 に生 き よ うと新 た な決 意 を 抱 き

求 道者 は強 く心 を刺 され るので あ る。 彼 は体 を 使 う こ とを 惜

しむ人 で は な く， 健 康 を損 う恐 れ が あ って も過 酷 な スケ ジ ュ

ール を こな しで きて い る
。 彼 の側 近 は， 彼 が あ る時 期 何 ヵ月

もの 間， 体 の痛 み の な い こ とが なか っ た こ とを 知 って い る。

幸 い に も， 今 で は そ の状 態 もな くな り， 現 在 ７３歳 の 人 に は重

す ぎ る と思 え る程 の荷 を背 負 って も， か く しゃ くと して い る

の で あ る。 だ が， 数 々 の病 い と闘 って きて ， 他 人 の 苦 しみ に

対 して鋭 い感 受 性 を持 っ て い る。 彼 は， 聖 徒 た ちを 勇 気 づ け

祝 福 す るた め に世 界 各 地 を旅 した ひ と りで あ る。 世 界 の 各 地

（上）福祉計 画の初期 における建物，デ ゼ レト工場と大穀物倉庫

（右 ページ） １９４５年 ジ ョージ・アルバ ー ト・ス ミス大管長と リー長老
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には， この主の僕が行使 した奇跡的な神権の力を，感謝を込

めて証する人々が大勢いる。

彼はまた，兵役についている人々の直面する孤独，恐れ，

チャレンジに対 して も，深い思いやりを持っている。第二次

世界大戦，朝鮮動乱，アジアでの戦闘の際，彼は教会の軍人

プログラムを指揮 した。そして絶えず教会幹部の兄弟たちに

／一
「彼 は主 に全幅 の信頼を寄せ， 同胞 に

対 しては絶え ざる愛を持 ってい る。教

会と国家 に対 して忠誠を尽 くし，福音

のためには， 自分 のことも忘れて献身

する人である。知性 と精力 と指導力に

恵 まれ， 神の御言葉 とみ こころを教え

る弁 舌には天賦 の才が ある。彼が主に

助けを求めに行 く時，主 は，人類の救

いを実現 させ永遠 の御計画を押 し進め

るため，彼 を強力な器 とな す で あ ろ

う。 ……彼 のため に捧げ る人々の祈 り

の声が，主 の耳 に届 く時，彼には， 自

分がかつて知 り得な か った程の強 さが

与え られるで あろう。、

兵役にある人々にも教会の完全なプログラムを及ぼし，それ

によって彼 らもあらゆる祝福と機会を受けるようにすべきだ

と話 している。彼は，兵役にある教会員たちを訪問するため

に海上 と陸上を問わず，世界各地を旅行 している。１９５５年，

彼は韓国を訪問した。その時はまだ，大きな軍の基地があり

彼は軍服に身を包んで，その悲惨な戦闘状態の国に駐留 して

いる会員を訪問した。彼に合った人々は，彼の親切 と関心を

また人の世界に関与 して働 く神の強大な力について述べた彼

の証を忘れることはないだろう。彼は軍人たちに慰めと平安

を与え，悲劇の深い谷間に落ち込 もうとしている多 くの人々

を救 った。

彼は遺族にも慰めを与えている。 自分 自身の経験か ら，愛

する者を失った悲 しみを知 っているのである。愛する伴侶が

生死の境をさまよっているとき，彼はソル トレーク市を遠 く

離れて，あるステーキ部の大会に出席 していた。一晩中旅 し

て，彼女のもとへ急いだが，彼が着いたとき，すでに彼女は

他界したあとであった。彼のそばにあって，彼女の逝去によ

って生 じた悲 しみの時を知っている人々は， リー大管長の味

わった悲しみの深 さを，幾分なりとも感 じただろう。１９６２年

のことであった。１９６６年に愛する娘のモーリンが死んだ時も

リー長老は教会の責任でハワイにいった。この時，モーリン

は４人の子供を残 して逝った。

これら一連のつらい経験は，耐えがたいものではあったが

他の人々の重荷を思いやる感覚を一層養 うものとなった。愛

する人を失 うという同じような経験をした入々にとって， リ
ー長老は，その気持ちをわかってもらえる友であり，また，

その幾たびかの試練に耐えた信仰は，人々に強さの源を与え

る友 ともなっている。

１９６３年，彼はフリーダ・ジョウン ・ジェンセンと再婚 した。

彼女は，夫の生涯にとって，驚 く程大きな力 となった。高度

の教育を受けて洗練された彼女は，どのような立派な人々と

の交際にも，物おじすることのない女性である。彼女は生ま

れつき，非常に立派なたしなみを備えた女性でもある。教育

者 としての訓練 も受け，教べんを執ったり，様 々な行政上の

責任を受けたりして，ソル トレーク郡のジョーダン校区で小

学校教育の指導主事として活躍 したこともあった。彼女 はま

た，初等協会の中央管理会の役員としても働いた こ とが あ

る。彼女の営む家庭は，夫にとって安 らぎの場であり，また

そこを訪れる機会に浴 した人々にと’っては，楽 しい歓待の場

で もある。

デビッド・０ ・マッケイ大管長は，り一長老が教会の全プ

ログラムに通 じ，またそれまでの業績で証明ずみの行政手腕

を買って，彼を相互調整委員会の議長に指名し，教会の全教

科課程を統合させた。これによって，教会の教育組織 と教育

施設について完全な分析がなされ，これまで何年間も使用さ

れてきた各クラスのテキス ト内容の徹底的な再検討が試み ら

れたのである。彼の指示のもとに多大の努力が払われたこと

によって，教会活動と教義のあらゆる面の知識を伝え，各会

員の霊性を高めるために，相互調整教科課程がつ くられるこ

ととなった。彼の傑出した指導力は，この責任 において遺憾
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な く発揮された。その手腕は手堅 く，その目標は６はっきり

と見定め られていた。教会全体が，彼の奉仕によって多大の

恩恵を受けている。

マッヶイ大管長が逝去し，ジ ョセブ・フィールディング・ス

ミスが大管長の職を継承 したことに伴い， リー長老は，十二

使徒評議員会の会長となり，さらにス ミス大管長によって，

第一副管長に選ばれた。このため，彼が以前から携わってい

た活動のうちい くつかの議長職を退かねばならなくなったが

所期の目的は，彼の全般的な指導を受けて，そのまま引き継

がれている。教会の教師たちをさらに訓練するために，様々

なプログラムが設けられた。監督の訓練プログラムも実行に

移され，全世界の宣教師プログラムも強化された。

彼が， これら一連の活動やその他数多 くの活動を指導 して

いた時，彼の行政者 としての秀でた手腕は，他の分野でも認

め られた。彼はアメ リカ赤十字の中央管理会の一員に指名さ

れている。また，全アメ リカ適正生命保険協会，ユニオン・

パシフィック鉄道，その他多 くの会社から理事 として就任 し

て欲 しいという要請を受けている。彼は， これらの職にあっ

て，政界，実業界，教育界，その他の分野で政府の要人 と交

わる機会を持った。彼の親友の中には，上記の人々も入って

いる。これ らの人々は， リー大管長の判断を尊重 し，当時の

交遊を懐 しく感 じている。ユタ州にある３つの主要大学一

ブ リガム ・ヤング大学，ユタ大学，ユタ州立大学一 は皆，

彼に名誉学位を贈 っている。国内各地の教育家たちは，彼を

（上 ） 家 庭 で くつ ろ ぐ リー大 管 長 と フ リー ダ ・ジ ョウ ン ・リー姉 妹

（右 上 ） ジ ョセ ブ ・フ ィ ール デ ィ ング ・ス ミス．大 管 長 と リー 副管 長

理 解 あ る友 の ひ と りに数 え て い る。 １７歳 で 公 立 学 校 の教職 に

つ い た人 物 が， そ の よ うな思 慮 を 持 ち，評 価 を 得 て い た と し

て も不 思 議 は な い で あ ろ う。

ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミス大 管 長 が ， １９７２年 ７

月 ２ 日の夕 方 ， 静 か に息 を引 き とっ た とき， 十 二 使徒 評 議 員

会 のす べ て の会 員 の心 に は， だ れ が ス ミス 大 管 長 の後 を 継 い

で 大 管 長 に な るか とい う疑 惑 の気 持 は，い さ さ か もなか っ た 。

７月 ２ 日金 曜 日 の朝 ， 十 二 使 徒評 議 員 会 の 会 員 は， ソル トレ

ー ク神 殿 の神 聖 な一 室 に集 った
。 その 静 か な聖 な る場 所 で，

皆 ， 心 を開 いて みた ま の さ さや きを 求 め た 。 い 合 わせ たす べ

て の人 々の 心 は， そ の さ さや きの答 え に， ひ とつ とな っ た。

主 に よ り選 ば れ ， 幼 年 時 代 か ら回 復 され た福 音 の原 則 の 中で

育 ち， ３１年 間 使 徒 の職 に あ って練 られ， 鍛 え られ た ハ ロル ド

・ビ ンガ ム ・リーが ，末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の大 管

長 ， 予 言 者 ， 聖 見者 に して 啓示 を 受 け る者 と して 指 名 さ れ

た 。 そ こに い た 人 々 の手 が皆 ， 彼 の頭 上 に置 か れ ， 主 に油 注

が れ た者 と して， この高 く比 類 な い召 しに按 手 聖 任 され た の

で あ る。

世 界 中 の聖 徒 の信 仰 と祈 りの支 持 を 受 けて ， リー大 管 長 は

今 ， 地 上 に お け る神 の王 国 の管 理 大 祭 司 の 職 に あ る。

注） １， ジ ョソ ・Ａ ・ウイ ッツォー （１８７２－１９５２） ノル ウ」一に生まれる。 １９２１年 ３月

１７日使徒職 に聖任 され る。
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第一副管長

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー

一 清廉潔 白の士 一

十二使 徒評議 員会会員

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

タナ ー副 管長 は， 教 会 内外 に お い て

大 きな尊 敬 と賞 賛 を勝 ち得 て い る。 非

常 に控 え め な 出立 を して以 来 そ の着 実

な 出 世 に 見 られ るよ うに， 今 日彼 が 教

会 の指 導 者 と して の地 位 を築 き あ げ る

た め に ，絶 え ず主 の訓 練 を受 け て い た

よ うに思 え る。彼 のす る ひ と つ ひ とつ

の こ とに は， 将 来 偉 大 な人 物 とな る芽

生 え が見 られ た。

エ ル ドンは， ／８９８年 ５月 ９日， ナ サ

ン ・ウィ リア ム ・タ ナ ー とサ ラ ・エ ド

ナ ・ブ ラ ウ ン ・タ ナ ー の長 子 と して生

ま れ た。 ふ た りは幌 馬 車 に乗 って カ ナ

ダ の農 場 へ や っ て来 た ユ タ の人 で あ っ

た。 彼 らの最 初 の家 は， いわ ゆ る， 防

空 ご う的 な もので ， 丘 の中 腹 を けず っ

て， 丸 太 で補 強 した一 部 屋 の小 屋 で あ

っ た。 この小 屋 は カ ー ドス トンか ら ９

キ ロ程 南 に あ っ た。 しか し， エ ル ドン

が生 まれ た の は そ こで はな か った 。 彼

の母 は， 実 母 か ら初 子 の出 産 に立 ち合

っ て も ら うた め に， ソル トレー ク市 へ

帰 って い た の で あ る。

そ の時 ， 私 は １４歳 で あ っ た。 医者 の

エ リス ・シ ツプ先 生 に束 て も らう こ と

に な っ て い た が， 到 着 か 三蛍 ．て しま っ

た。当時の交通機関 といえば，馬か馬

車であった。そのため私の母は，私に

この世に生命を送 り出すために手伝っ

てもらうことになるかもしれないか ら

手を消毒するようにと言った。だが，

幸いなことに，シ ップ先生は，出産に

は間に合った。私がエル ドンについて

最初に覚えているのは，必要があれば

手伝おうとして待っていた時に聞いた

エル ドンのうぶ声である。直観的に彼

が約束の子であるとわかった私は，そ

の時以来，彼とは固いきずなで結ばれ

ている。

エル ドンの少年時代は幸福ではあっ

４歳 の 頃 カー ドス トンで

た が， 数 多 くの責 任 が あ っ た。 ８人 兄

弟 の最 年 長 で あ っ た た め に， 弟 や 妹 た

ち に正 しい模 範 を示 す よ うに期 待 され

た。 しか し彼 は， 自分 が いつ も誘 惑 と

闘 っ て い る普 通 の子 供 で あ った と言 っ

て い る。 あ る時 ， 監 督 で あ った彼 の 父

が 数 時 間外 出す る こ と に な った 。 そ の

時 父 は， 留 守 中 の仕 事 を 子供 た ち に説

明 し， 必 ず や って お くよ う命 じて 出 か

け た。

父親 が 出 か け た あ と， 子供 た ちは子

牛 に乗 って 近 くの家 畜場 ま で 行 って遊

ぶ こ と に決 め た 。 とて も楽 し くて ， 時

の た つ の も忘 れ て しま った 。 や が て父

親 が 帰 って 来 た 。 しか し， 父親 は彼 ら

を しか った り， い わ ゆ る 「愛 の む ち」

を くれ た りせ ず に， エ ル ドンを傍 らに

呼 ぶ と， じっ とエ ル ドンの 目を見 つ め

て 言 った。 「エ ル ドン。 お前 に は任 せ

て お け る と思 っ て い た よ 。」

これ だ け の罰 で エ ル ドンに は十 分 だ

った 。 そ して そ の 時， 彼 は， 自分 の父

に 二度 と この よ うな懲 ら しめ の言 葉 を

言 わせ るよ うな こ とはす ま い と決 心 し

た の だ った 。

彼 は 幼 い う ちに， 独 立 独 行 の美 徳 と

２５０



一見難 しいとも思える仕事をやり通す

決断力 とを学んだ。少年の時には，彼

は４頭だての馬車を駆って，しばしば

朝の吹雪の中を，穀物を積んで倉庫ま

で行ったものである。彼は農場で一生

懸命働 く価値を知 ったため，全生涯を

通じて，手もとにある仕事に専念す る

のを習慣にしてきた。

彼が１５歳の頃に起きたひとつの事件

は，彼の性格の一端を物語っている。

家畜の番をしていたときに，彼は馬か

ら落ちて しまった。立ち上がったとき

彼は左手の指が ３本間節の所で骨折 し

ているのがわかった。 ３本の指とも手

の甲の方にそ り返っていて，中指の骨

は傷 口か らとび出していた。彼は異常

な程の勇気を振 りしぼって，指を握 り

しめてまっす ぐにし，再び馬に乗って

医者の所へ行った。医者はこの少年の

気力に驚いてしまった。骨は皆，正常

な位置にあった。そこで医者はただ傷

口を縫いさえすればよかった。

青年時代も，彼は年齢以上の責任を

受けた。ある時，家族全員が天然痘に

かかり，看護をする者が彼だけになっ

てしまった。 ３日２晩，彼は一睡 もせ

ずに，病人の看護にあたった。隣人た

ち は， そ の ひ ど い病 気 を恐 れ て ， だ れ

ひ と り来 よ う と しなか っ た。

収 穫 や 他 の 農作 業 の た め に， 彼 の 学

業 が しば しば 中 断 され た の で ，両 親 は

彼 に正 規 の教 育 を 受 け させ る こ とに し

た 。 彼 は ア トナ とい う小 さな町 で ９学

年 の課 程 を終 え， そ の後 レイ モ ン ドの

夜学 に通 い， そ こで １０学 年 と１！学 年 の

課 程 を終 了 した。 そ の後 ， 肉屋 と食 料

品 店 で働 い て 自分 の生 活 費 を 稼 ぎ なが

ら， カル ガ リー尋 常 師 範 学 校 で ６ヵ月

の課 程 を とっ た。

１９１９年 に， ２ヵ所 か ら教 員 と して採

用 す る との 通 知 が 来 た 。 ひ とつ は ヒル

ス プ リン グ に あ り， 家 族 の住 い の近 く

に あ った 。 も うひ とつ は や や離 れ て は

いた が ， 最初 の所 よ り給 料 もよ く， 気

持 も動 か され た。 しか し， 家 族 と教 会

を愛 す る彼 の気 持 の方 が 優 先 し， そ の

結 果 ヒル ス プ リン グ に あ る ３学 級 の学

校 の校 長 兼 教 師 の仕 事 の方 を 選 ぶ こ と

に した。

彼 の夢 と祈 りが 答 え られ て ，サ ラ・イ

ザ ベ ル ・メ リル とい う名 前 の 美 しい 目

を した 教 師 と出 会 い ，恋 を した の は こ

の ヒル ス プ リン グで の こ とで あ った 。

ふ た りは １９１９年 １２月 ２０日に結 婚 し， そ

の後 ， １９２３年 に アル バ ー タ神 殿 が 献堂

され た時 ， そ こで 永 遠 に 結 び 固 め られ

た 。

教 職 につ いた 最 初 の 年 に ，彼 は ７年

生 と ８年 生 を 教 え た。 ヒル ス プ リン グ

に は高 等 学 校 が な か った の で， 最 初 の

６人 の ８年 生 が皆 １１年 生 に な る まで ，

毎年 彼 は １年 ず つ課 程 を上 げ て教 え続

け た。 毎 年 （ただ ひ と りの例 外 は あ っ

たが ） ， 彼 の生 徒 は全 員 ， 厳 しい政府

の進 級 試 験 に合 格 した 。

１９２２年 の秋 ， エ ル ドン と彼 の 教 え た

６人 の卒 業 生 は， ヒル ス プ リン グを 出

て ， 一 緒 に カ ー ドス トンで １２年 生 に な

った 。 こ のた め ， 彼 らは ，昔 の先 生 と

一緒 に高 等学 校 を卒 業 す る とい う珍 し

い経 験 を した の で あ る。翌 年 ， エル ド

ンは再 び ヒル ス プ リン グに戻 っ て， 教

職 に就 い た。

この頃 は恐 慌 の時 代 で あ り， 教 師 の

給 料 は ひ ど く悪 か った 。 そ の た め ， タ

ナ ー家 で は， その 乏 しい収 入 を補 う必

要 が あ った 。 そ こで彼 らは， た だ ひ と

つ の財 産 で あ る極 上 の新 しい フ ォー ド

セ ダ ンを 売 って しま っ た。 そ の お金 を

頭 金 に して ，彼 らは 小 さな雑 貨 店 を購
．

入 し，学 校 で 教 え る片 手 間 に経 営 した 。
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当 時 の雑 貨 店 と言 え ば ，衣 類 か ら農 機

具 まで 何 で もそ ろ って い た 。店 は非 常

に繁 盛 したた め ， 彼 は ，店 と郵 便局 の

経 営 に専 念 しよ う と して ，教 員 を や め

た。 彼 は 自分 で レスブ リ ッジ や カー ド

ス トンか ら荷 物 を 運 送 した 。

次 に タ ナ ー副 管 長 は カー ドス トンで

高 校 教 師 とな り， 家族 共 に そ こに移 っ

た。 こ の カ ー ドス トンで の ８年 の 間 に

彼 は町 会 議 員 にな り， 小学 校 長 に な り ．

ス カ ウ トの隊 長 に な り，副 監 督 に な り

そ の後 ， カ ー ドス トン第 １ワー ド部 の

監 督 に な った 。

彼の謙遜 さと指導力は，彼が副監督

として，また執事定員会指導教師とし

て働いていた時，その行動によってい

かんな く発揮された。その執事の少年

のうち何人かは定員会の集会に出席 し

ていなかった。彼は，少年たちの家庭

を訪問して，す ぐに原因をつきとめた。

彼 らには日曜 日に着て行 く立派な服が

な く，仕事着を着て教会へ行 くのをた

めらっていたのである。次の日曜日，

彼は少年たちと協定を結んで，仕事着

のままで神権会に出席 し，少年たちに

会った。言うまでもなく，彼はこれ ら

（左）１９２１年 タナー家の最 初の家と初めての子供

（上）結婚 して数 カ月後 のタナー副管長 夫妻。共に学校で教えていた
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の少年たちの愛を勝ち得たうえ，まも

なくこれらの少年たちは完全に活発に

なった。

この間，彼は教師の給料を補 うため

に，保険の外交をした り，洋服を売っ

たりした。また， ２頭の乳牛を飼い，

上のふたりの娘は牛乳びんを腰のまわ

りと肩に結びつけ，雪道をかきわけて

毎 日牛乳を配達 した。タナー姉妹は５

人の娘の着る物をすべて作った。家族

の者は皆，家の仕事で非常に忙しかっ

た。娘のルツが言っているように 「あ

の恐慌の時代には，他の子 供 た ち は

皆，貧乏を身にしみて感 じているよう

に見えました。で も私たちは決してそ

んなことはありませんで した。私たち

は忙 しすぎたんです。」

このようにして，タナー副管長は小

さいうちか ら子供たちに，勤労と人か

ら信頼 されることの大切さを徐々に教

え込んだ。彼は子供たちを しつけるの

に，尻をたたくこともあったが，ほと

んどの場合，厳 しい目つきでにらむだ

けであった。ルツはそのことを思い出

してこう言っている。 「私にはそんな

ことできないわ。だって，お父さんが

にらむんですもの。」 ５入 の娘たちは

皆，父を尊敬 していた。彼は厳格な人

ではあったが，子供たちをほめたり，
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ま た彼 らが け が を した り病 気 の と き に

は， 慰 め る こ とを た め ら うよ う な人 で

は な か っ た。

公 衆 の面 前 で 表 わ す こ と はな い もの

の， 妻 に対 す る彼 の愛 と感 謝 の気 持 は

彼 が タ バ ナ クル の演 壇 上 に あ る 自分 の

席 に行 く際 に， 彼 女 の方 を ち らっ と見

た り， ま た彼 女 の手 に触 れ て い った り

す る こ とで明 らか で あ る。 彼 女 は， 彼

に とっ て大 き な慰 め と強 さ の源 泉 で あ

る。

１９３５年 ， アル バ ー タ州 で 新 しい 政党

が勢 力 を増 して きて ， タ ナ ー副 管長 は

そ の党 職 に立 候 補 す る よ う 説 得 さ れ

た。 この時 彼 は， 社 会 資産 政府 の立 法

府 議 員 に選 ば れ た 。 この た め ，彼 は 自

分 の小 さ な家 族 を カ ー ドス トンか らエ

ドモ ン トン に移 す こ と にな った。 しか

しこ の引 越 しも，彼 と妻 が注 意 深 く，

慎 重 に考 慮 して は じめ て， 行 な われ た

もの で あ った。

タ ナ ー副管 長 は， そ れ まで 議 会 に一

度 も登 院 した こ とは なか っ たが ， 議 員

の議 長 に指 名 され た。 彼 は， こ の６３人

の議 員 か らな る堂 々 た る団 体 の議 長 を

務 め るに あ た っ て， 組 織 力 と能 率 的 に

こ とを進 め る才 能 とを いか んな く発 揮

した。 彼 は， 議 事手 続 き に精 通 しよ う

と， 毎 日毎 晩 勉 強 に励 んだ 。 そ れ 以 来

彼 は， 「全 生 涯 に わ た って ， まだ 用 意

の で きて い な い責 任 が 次 々私 に与 え ら

課

ノ磁 滋鱒
レ

れ て きた よ う に思 え ま す。 で も， ひ と

つ ひ とつ の 責任 を果 た す こ とに よ っ て

自分 が それ ま で全 く及 ぼ な い と思 っ て

い た こ と もで き るよ うに な りま した」

と言 って い る。

彼 の能 力 と偉 大 な可 能 性 は， アル バ

ー タ州知 事 の エ イ バ ー ハ ー ト氏 の注 意

を ひ き， １９３６年 １２月 ， そ の 自治 体 の部

長 とな るよ う要 請 され た。 彼 自身 は，

教 育 か 自治 関 係 を担 当す る よ う要 請 さ

れ る もの と考 えて いた が ， 土 地 ・鉱 業

部 長 に指 名 され た。 こ の職 は後 に， ふ

た つ に分 割 され て ，鉱 業 部 と土地 ・森

林 部 に な った 。 ふ た つ の部 の 長 と し

て， 彼 は アル バ ー タ とい う眠 れ る宝 庫

に埋 ま る莫 大 な量 の原 油 を は じめ， あ

らゆ る天 然 資 源 につ い て 管轄 す る責 任

が あ っ た。

タ ナ ー副 管 長 が 資源 保 全計 画 を始 め
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た 時， 彼 自身 は言 う に及 ば ず ， 州 に と

っ て も，偉 大 な 機 会 が待 ち受 け て い た 。

彼 は， カ ナ ダ の他 の州 は お ろか ，他

の 国 々 の模 範 とな る法 律 を 議 会 に提 出

した。 彼 の助 力 に よ って ， アル バ ー タ

州 は， カ ナ ダで た だ ひ とつ ，負 債 の な

い州 とな っ た。

彼 と タ ナ ー姉 妹 は， 数 多 くの社 会 的

義 務 と責 任 を ， 暖 か く，穏 や か な威 厳

を もって 受 けて きた 。 そ の た め， 彼 ら

自身 のた め に も，教 会 の た め に も， 多

くの人 々 と親 交 を得 た。

彼 らは ， カ ナダ や イ ギ リス の数 多 く

の有 力 な人 々 か ら賞 賛 と尊 敬 を勝 ち得

た 。 イ ギ リス で は， 彼 らは故 ウ ィンザ

ー公 の 公式 の招 待 客 とな り， ま た ビ ー

バ ーブ ル ッ ク卿 を は じめ， そ の他 の政

府高 官 に ま み え る機 会 もあ った 。 南 ア

ル バ ー タで エ リザ ベ ス王 女 と共 にス カ

（上 ） １９３１年 ， ア ル バ ー タ 州 の 鉱 業 ・土地

長 官 と して イ ギ リス を旅 行 中 の タ ナ ー兄

弟 （一 番 右 ）

（右 ペ ージ 上 ） １９４９年 １月 ， レス ブ リ ッジ

の ス カ ウ ト大 会 に て 一 こ の時 ， Ｎ ・エ ル

ドン ・タナ ーは ， 若 い ス カウ トの隣 りに

座 って い た が ， 集 会 の 管 理者 はふ た りに

立 つ よ う に 言 い ． まず ス カ ウ トを指 して

「これ が 現 在 の 君 た ち だ 一 と言 い ，次 に

タナ ー副 管 長 を指 して 一将 来 ．君 た ち に

は こ の よ う な立 派 な 人 にな って ほ しい 」

と 言 った と い う。

、下 ） 同 時 に ふ た つ の省 の長 官 を 務 め て い

た １９４０年 代 に撮 影 した も の．



ウ トた ちを 観 閲 した の は， 大 き な名 誉

で あ った 。 後 に女 王 とな られ た 時 も，

彼 らは女 王 と フ ィ リップ公 と共 に食 事

を す る機 会 が あ った。 ま た， 西 イ ン ド

諸 島 のバ ル バ ドス 政府 に招 かれ ， １カ

月 間 ， 石 油 とガ ス 資源 に関 す る立 法 の

起 草 を 助 けた こ と もあ った。

Ｎ ・エ ル ドン ・タナ ー の全 生 活 は，

福 音 の原 則 に対 す る， ゆ る ぎ な い忠 節

と献 身 に満 ち て い る。 エ ドモ ン トンで

１６年 間， 政 府 の要 職 に あ っ た時 ， 彼 は

教 会 の エ ドモ ン トン支 部 の支 部 長 を 務

め た 。 この支 部 は， 最 初 は， 二 階 の 一

室 を借 りて， １５人 程 で 集 会 を して い る

にす ぎ な か っ た。 しか し， 初 め て教 会

堂 が建 設 され た時 ， 出席 者 は ３５０人 ま

で に な っ て い た。 さ らに， エ ドモ ン ト

ンで大 学 に通 う教 会 員 のた め に，素 晴

ら しい イ ンス テ ィチ ュ ー トの建 物 が で

き た 時， 私 た ち は皆 ， 大 喜 び した も の

で あ っ た。 作 業 着 に身 を包 んで ，彼 は

他 の教 会 員 た ち と共 に働 い た。 必要 と

あ らば， 卑 しむ べ き仕 事 な ど何 もな か

っ た。 ブ ラウ ン姉 妹 と私 は， エ ル ドン

が支 部 長 を して い る間 ， １年 半 程 ， エ

ドモ ン トン に住 ん で い た 。私 た ちは彼

の影 響 力 の強 さ に驚 き， ま た教 会 内外

の人 々が 一 様 に彼 を 賛 え るの を 見 て ，

心 暖 ま る思 いが した 。

あ らゆ る分 野 に秀 い で た ナサ ン ・エ

ル ドン ・タ ナ ーの 進 歩 の跡 は， 一一歩 ず

つ ， 段 々 と高 い責 任 を 着 実 に果 た して

きた こ と に示 され て い る。 次 々 に訪 れ

る新 しい 高 い 責任 は ，彼 の成 長 と業 績

の成 果 で あ った 。 １９５２年 ， 政 府 で の仕

事 はす で に終 わ った と感 じた彼 は， 辞

職 して ， カル ガ リーに移 り， そ こで 新

し く設 立 され た カ ナダ ・メ リル 石 油 の

社 長 にな った 。 お よ そ ２年 間 そ こに留

ま り， あ る程 度 の金 銭 的 成 功 も得 た。

１９５４年 ， 彼 は， カナ ダ横 断 パイ プ ラ

イ ン株 式 会社 の社 長 に な る よ う要 請 さ

れ た。 この会 社 に は， アル バ ー タか ら

モ ン トリオ ール まで ， カ ナ ダ横 断 パ イ

プ ライ ン を建 設 す る， ３億 ５千 万 ドル

に も及 ぶ 計 画 が あ った 。 しか しそ の計

画 は， 混 乱 と競 争 ， また連 邦 政 府 の 困

難 な状 況 な どで ， 泥 沼 には ま り込 ん で

い た。 そ こで ， 関 係 者 の 問 で は ， ナサ

ン ・エル ドン ・タ ナ ー こそ カ ナダ で た

だ ひ と り， 種 々 の 利害 を ひ とつ に ま と

めて ， 政 策 と合致 す る ライ ンを建 設 す

る こ との で き る人物 で あ る とい う こ と

で意 見 が 一致 した 。最 初 ， 彼 は断 わ っ

た もの の ， アル バ ータ州 知 事 の ア ー ネ

ス ト ・Ｃ ・マ ニ ン グや， カ ナ ダ通 商 産

業長 官 の Ｃ ・Ｄ ・ホ ウが 彼 の愛 国心 に

訴 え た た め， 彼 は不 本 意 なが ら も， 新

しい石 油 会 社 を去 って ， こ の巨 大 な 計

画 を進 め る こ と にな った 。

彼 は その 時 ， 新 しい カル ガ リー ステ

ー キ部 の部 長 に任 命 され た ば か りで あ

つ た。 そ の た め ， トロ ン トへ 引 っ越 す

用 意 な ど何 も して い な か った。 会社 と

して は， トロ ン トに 本部 を お くつ も り

で あ った 。 しか しど う して も彼 の力 が

必 要 だ った た め ， 本部 を カル ガ リー に

移 す こ とに決 定 した。 この仕 事 で， し

ば しば カ ナ ダの東 部 へ旅 行 す る必 要 が

隼 じた が ，彼 は週 末 に は必 ず， 教 会 の

仕 事 を果 た す た め に家 へ帰 っ た。 彼 の

生 活 で は ， い つ も教 会 が第 一 とな っ て

い る。 ま ず神 の 国 と神 の義 とを求 め る

な らば， 私 た ち の た め に な る他 の もの

が す べ て添 え て与 え られ る こ と を， 彼

は心 か ら信 じて．い るか らで あ る。

こ う して， 何 百 とい う会 社 か ら石 油

を買 い そ れ を カ ナ ダ全 土 は お ろか 合 衆

国 の一 部 に ま で販 売 しなが ら， カ ナ ダ

５州 に ま たが っ て， ３，６００キ ロ に及 ぶ

パ ・イプ ラィ ン を建 設 す る と い う，膨 大

な計 画 が 始 ま らた 。 あ る当 局者 が 言 う

よ うに， 「そ れ は， 大 陸横 断鉄 道 の 建

設 以 来 の大 事 業 で あ った 。 しか も， そ

れ は ４年 以 内 に完 成 した 。」 １９５９年 に

彼 の ５年 間 の 契 約 が 切 れ るま で， 会 社

．は莫 大 な 成 功 を収 め， 彼 自身 は カナ ダ

の 人 々か ら尽 き る こ との な い感 謝 を受

けた 。

夫 妻 が ， １９５２年 に カル ガ リー に引 っ

越 して来 た 時 ， タ ナー 副管 長 の教 会 で

の 最 初 の 責任 は， ワー ド ・テ ィー チ ャ

ーで あ った
。 タナ ー姉 妹 は そ の時 の こ

とを 回想 して次 の よ うに語 って い ．る。

「ワ ー ド ・テ ィー チ ン グか ら戻
って 来

た最 初 の晩 ， 私 は 「ワ ー ド ・テ ィー チ

ャｒ に な って どん な気 持 ？」 と尋 ね て

み ま した。 多 分 ， エ ドモ ン トンでユ６年

間 も支 部 長 を 務 め た あ とで ， い さ さカ〉

意 気 消 沈 して い る ので はな い か と思 っ
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た か らで す 。 と ころ が ，私 は そ れ に対

す る夫 の答 え に 驚 き も し乳 心 が 開 か れ

た 思 い も しま した 。」 タ ナ ー副 管 長 は

こ う言 った の だ 。 「も しす べ て の ワー

ド ・テ ィーチ ャ ーが ， この 召 しで主 の

望 ん で お られ る こ とを 皆果 た した ら，

監 督 の仕 事 は，現 在 の 半 分 以下 で済 む

よ うに な るだ ろ う 。」

（左下）１９５９年 野外活 動で楽 しむ タナース

テーキ部長

（右下）１９３６年 のタナー家族。前 列左か ら

タナ ー副管長， 娘のヘ レン， タナー姉

妹， 後列左よ り， イザベル， ゾラ， ベ

ス，ル ツ

（右上） ソル トレーク市の 自宅にて。 タナ

ー副管長夫妻

鷹 〆

＼

＼

」紬
＼

、

墜

霧灘 灘 、

鋤

後 に彼 は レス ブ リ ッジ ス テ ーキ部 の

高 等 評 議 員 に召 され ， ま た １９５３年 １１月

１５日， カル ガ リース テ ー キ部 が組 織 さ

れ た時 ， 彼 は初 代 の ス テ ーキ 部 長 とな

っ た。

そ の後 ７年 間 ， タ ナ ー副 管 長 と タ ナ

ー姉 妹 は
， カル ガ リーで 友 人 や 子供 た

ち や孫 た ち に囲 まれ て ， 楽 しい生 活 を

お くっ た。

タ ナ ー家 は常 に固 い家 族 の きず な で

結 ばれ て お り， 今 で は タ ナｒ 副 管 長 は

で き る だ け多 くの時 間 を ， ５人 の 娘 と

２６人 の孫 ， そ して ３人 のひ 孫 と過 ごす

こ とに して い る。

タ ナ ー副 管 長 夫 妻 は， 彼 らの 「夢 の

家 」 を カル ガ リー に建 て る よ うに 計 画

し， や っ と建 て 終 わ って 住 み 始 め た 時

彼 に十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 の 召 しが 来

≠こ。 そ こで 彼 らは ユ タ に移 った 。

彼 は この 召 しを受 け る に あ た って ，

教 会 の総 大 会 で へ り くだ って証 したが

そ の言 葉 に，主 の御 業 の た め に は無 私

の 献 身 を す る とい う彼 の 態度 が よ く表

わ れ て い る。 「私 は全 力 を尽 くす つ も

りで す 。 そ して ，私 は主 の御 業 の た め

に は喜 ん で この 生命 を捧 げ た い と思 っ

て いま す 。」 彼 は １９６０年 １０月 ９ 日に任

命 を受 け た 。

そ の直 後 に彼 は要 請 を受 け て， デ ビ

ッ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長 と私 に 同行

して ロ ン ドンに行 き， 新 しい ハ イ ドパ

ー ク教 会堂 の献 堂式 に参 列 し
， イ ギ リ

ス とオ ラ ン ダに お け るス テー キ部 の設

立 を 助 けた 。 この ス テー キ部 の組 織 の

終 わ った ４日後 ，彼 は ロ ン ドンで西 ヨ

ー ロ ッパ 伝 道 部 の伝 道部 長 と して働 く

よ う召 され た 。 この 伝道 部 に は イ ギ リ

ス 国内 の伝 道 部 ， フ ラ ンス の ふ た つ の

伝 道 部 ， そ れ に オ ラ ン ダ伝 道 部 が含 ま

れ る こ とに な った 。

１９６２年 １０月 ， タ ナ ー長 老 は ，十 二使

徒 評 議 員 会 の会 員 に召 され た 。 １９６３年

１月 に は， ソル トレー ク市 へ 呼 び 戻 さ

れ ，系 図協 会 の 会長 会 の責 任 を受 け た 。

彼 は， １９６３年 １０月 ４日に マ ッケ ・イ大管

長 の第 二 副 管 長 と して 召 され た後 も し

ば ら くの間 ， こ の責 任 に あ った 。 １９７０

年 １月 の マ ッケ イ 大 管長 の逝 去 の後 ，「

彼 は ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス

ミス大管長の第二副管長に任命され，

さらに，１９７２年 ７月のスミス大管長の

逝去に伴い，彼は，私たちの愛する大

管長ハロル ド・Ｂ ・リーの第一副管長

に任命 された。

今 日，教会の偉大な発展が続いてい

る。そして教会幹部による重要事項の

決定に際して，、タナー副管長の判断力

と謙遜 さは，重要な役割を演 じている。

彼は深い理解力 と同情心の持ち主であ

る。彼の献身は，彼が大管長会の召 し

を受けた時の言葉に表われている。

「私は皆様が示 して下さった信頼と支

持の挙手に対 し，皆様すべてに心か ら

の感謝を申し上げます。私は，神の王

国を建設す るため，主が これまで私を

祝福して与えて下さったあらゆるもの

を使って， この召しを果たす ことを，．

皆様 と神に約束いたします。」

タナー副管長の秘書であるラルー ・・

スネフは， タナー副管長についての感

想を求められて，次のように言ってい

る。 「承認を必要 とするようなことを

迅速にさばくその能率 と能力は，いつ

も驚 くばかりです。本当に鋭い観察力

をお持ちです。役員会の同僚の方々が

皆，口をそろえて私に言 うことは，．副

管長の公正さ，またいつでも問題の両

面か ら意見を聞く態度に感嘆 している
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一
「タナー副管長の人生は，変わ りゆ く

世にあって不変のものであ り，また，

個人と国家の高潔さを救おうと思うな

ら，霊的価値をその核として再教育す

る必要のあることを証し続けるもので

ある」

とい う こ とで す。 皆 ， 副 管 長 の率 直 さ

に感 謝 し， だ れ で もい つ も副 管 長 の と

る態 度 を知 っ て い ます 。 副 管 長 は忠 誠

の意 味 を安 売 りす る方 で はな く，義 し

い原 則 の た め に は， 決 して 自分 を 曲 げ

な い方 で す 。

副 管 長 は， 訪 問 者 には て い ね い で，

優 し く， また特 に若 い人 々 と会 うのが

お好 きで す 。 副管 長 の 事務 所 の秘 書 た

ちは ， 副 管長 の鋭 い ユ ー モ ア の セ ン ス

と絶 え ざ る親 切 と思 い や りに感 謝 して

い ま す 。」

タ ナー 副管 長 の人 生 は， 変 わ りゆ く

世にあって不変のものであり，また，

個人と国家の高潔 さを救おうと思 うな

ら，霊的価値をその核 として再教育す

る必要のあることを証 し続けるもので

ある。彼は，人が神の子であり， この

人生で神聖な目的のあることを知って

いる。霊的価値 というものは，人の心

の中でのみ働きうるものである。そ し

て彼は生涯を通 してこの模範を示して

きた。

たぐいまれな行政能力と疑いえない

高潔さとを持った彼は，公職にいた間

その率直さのゆえに，政敵からさえそ

の名を知 られていた。彼は，偉大な信

仰と勇気 と堅固さを持つ謙遜な人であ

り，教会の責任にその身を捧げる有能

な指導者である。また献身的な夫であ

り，父親でもある。教会の高い職 に召

さ．れている人で，ナサン ・エル ドン ・

タナーほど，豊かな天性とそれ以上に

数多 くの訓練と経験という背景を持 っ

て選ばれた人はいない。私は彼に対 し

大きな本能的な愛と，わが子のような

情愛を感ずるのである。 この高い召 し

にいる彼を，主が祝福 し，支持 して下

さるように。
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当時 の 数 多 くの モル モ ン教 徒 と同 じ

よ うに， マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ムニ ー副 管

長 も， 幼 少 に して 独 立 心 を 学 ん だ。 １９

５１年 ！０月 ６日 に十 二 使 徒評 議 員 会 の 会

員 と して 聖 任 され て か らは言 うま で も

な く， 生 涯 を 通 じて ， 自分 と愛 す る人

々 を支 え るた め に い ろ い ろ とや り繰 り

して き た。 ロム ニ ー副 管 長 が 指 導 に あ

た り， 豊 か な霊 感 を もた ら した 福 祉 計

画 は， 召 され て初 めて 着 手 した もの で

は な く， 生 涯 を通 して す で に知 って い

た生 き方 を具 体 化 した も ので あ った 。

彼 の経 験 は， 広 くス テ ー キ部 や ワ ー ド

部 の わ くを越 え て得 られ た も ので あ っ

た 。 そ れ は子 供 の 時， 家 族 を養 うた め

に働 い た こ とか ら始 ま っ て い た。 そ の

経 験 は彼 に 自然 に や っ て き た。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ムニ ー は， １８９７年

９月 １９日， メ キ シ コの コ ロニ ア ・ジ ュ

レズ で ， アメ リカ人 の ジ ョー ジ ・Ｓ ・

ロ ム ニ ー と アル テメ シ ア ・レ ッ ド ・ロ

ム ニ ーを 両 親 と して生 ま れ た。 彼 は ，

移 民 学 校 で 教 育 を 受 けた 。 そ の後 メ キ

シ コに動 乱 が 起 こ った た め ，移 住 民 た

ち は北 方 へ 追 放 され た が ， 彼 は アイ ダ

ホ州 オ ー ク レーで さ らに教 育 を 受 け，

続 いて リ ッ クス ・ア カ デ ミー （現 リ ッ

クス ・カ レ ッジ） に学 ん だ。

１９２６年， 彼 は ユ タ大 学 で 理 学 士 の学

位を取得 して卒業 し，１９３２年には法学

士の学位を取得 した。後に彼は法学博

士号も得た。彼が法律の分野で訓練を

積んだことは，後に教会幹部に召され

てか ら，地域社会における政治活動に

関 して道義上の問題がたたかわされた

とき，幹部たちの討議を進める上で，

非常に大きな真価を発揮 している。

弁護士の資格を得てからは，１１年間

も法曹界で活躍 し，その間，郡検事補

助，地方検事補助となり，市検事補助

にもなった。また，州の議会やアメリ

カ陸軍でも動いている。

ロムニー副管長の卓越 した指導力は

いつも指導的な地位にあることか ら明

らかである。彼はソル トレーク市第３３

ワー ド部を監督 として管理 した。今で

も彼のことを監督と呼ぶ人がいる。ま

たボンネビルステーキ部でステーキ部

長 も務めた。そして，１９４１年 ４月 ６日

に末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の教

会幹部 としての第一歩を踏み出し，以

来３１年間この地位にある。最初の１０年

間は十二使徒評議員会補助 として，後

の２０年間は十二使徒評議員会会員 とし

て務めた。そ して，どんな職や召しや

委員会にあろうと立派に任務を果たし

てきている。

３０年間というもの，彼の思いの大半

修修修修（謬修修修修修修修修修幽謬修修修修修修修修

第二副管長

マ リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー・

義 の 象 徴 一

十二使徒評議員会会長

ス ペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル
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を 占 め て き た も の は， 他 の 幹 部 の 兄 弟

た ち と同様 ， 伝 道 活 動 の こ とで あ る。

彼 の特 別 な責 任 の中 に は， メキ シ コや

ヨー ロ ッパ， ア ジ アで の仕 事 が 含 まれ

て い る。 伝 道 活 動 と共 に， 彼 の 心 を 占

め る もの は ホ ー ム ・テ ィー チ ング 活 動

で あ り， ロム ニ ー副 管 長 は この 活 動 を

特 に強 調 して い る 。進 ん で 監督 に ホ ー

ム ・テ ィー チ ング の責 任 を 与 え て欲 し

い と要 求 し， 若 い同 僚 を 割 り当 て て く

れ る よ う求 め る程 ， 熱 心 で あ る。彼 の

人 生 訓 は， も し近 所 に見知 らぬ 人 が や

っ て来 た ら， そ の人 は友 人 を 必 要 と し

て い るか らホ ー ム ・テ ィーチ ャ ーを 召

す べ き だ とい う考 えで あ る。 ホ ー ム テ

ィー チ ャー は， だ れ か 新 しい 人 が や っ

て来 るか ど うか も調 べ る必 要 が あ る。

ま た， 聖 餐 会 に 出席 す る こ とが義 し

い と信 じて い る な ら， ロ ム ニ ー副 管長

の ワ ー ド部 へ 行 って み る と よい 。 そ う

す れ ば ， 急 で ， や む に や ま れ ぬ責 任 が

な い限 り， 彼 が 毎 週 ， 安 息 日の集 会 に

出 席 して い る こ とが わ か るで あ ろ う。

食 事 時 に ロ ム ニ ー副 管 長 の 家 庭 に足 を

踏 み 入 れ て み る とよ い。 そ うす れ ば，

半 世 紀 近 くの 間 ， そ の 家 か ら朝 な夕 な

聞 こえ て くる祈 りの言 葉 を 耳 に す る こ

とで あ ろ う。 も し什 分 の 一 の記 録 が 公

開 され た ら， ロ ムニ ー副 管 長 の 家 庭 が

福 音 に従 って 生 活 し， 戒 め を守 り， 主

を 愛 して い る こ とが よ くわ か るで あ ろ

う。 彼 の 心 は， 神 の御 旨 が そ の ま ま し

み 込 ん で い る と思 わ れ る程 ， 比 類 な い

も ので あ る。

メキ シ コ地 域 を 管轄 す る新 しい責 任

が 与 え られ た 時 に示 した ，彼 の ， これ

らの 国 々 と国 民 に対 す る関 心 は， 心 暖

ま る もの で あ った 。 ロ ムニ ー 副 管長 は

メ キ シ コ人 が 使 うス ペ イ ン語 の勉 強 を

始 め， 人 々 の 考 え 方 を学 び ，彼 らの必

要 な もの を感 じ取 り， 彼 らの気 持 が 手

に取 る よ う にわ か るよ うに な った。 そ

の 結 果 ， メ キ シ コの聖 徒 た ち は， 非 常

に豊 か な 祝福 を 受 け る こ とに な っ た。

洞 察 力 と呼 ば れ るに値 す る もの が あ る

とす れ ば ， ち ょう ど彼 が メ キ シ コで駆

使 した よ うな ，先 を読 み抜 い た計 画 を

立 て る こ とで あ る。 今 日， 数 千 とい う

メ キ シ コの子 供 た ち が何 らか の形 で 学

校 へ 通 って い る が， これ は， ロム ニ ー

（左） １９１７年 か ら２０年 まで リ ック ス カ

レ ッジ の バ ス ケ ッ トボ ール ヂ ー ムの

主 将 で あ った

（下 ） １９１６年 ソル トレー ク市 にて 。 フ

ッ トボ ー ル の選 手 で あ った

副 管長 の先 見 の 明 に よ る もので あ る。

あ る人 々 は ，特 に幹 部 の兄 弟 た ち の

管轄 地 域 が 変更 に な るま で， 彼 が は じ

め か らメキ シ コ人 を特 別 な気 持 で 愛 し

て い た の だ と考 え て い た。 だが 彼 の責

任 が ， 南 ア フ リカ， 西 ヨ ー ロ ッパ， ス

カ ン ジ ナ ビ ア， そ して ア ジ アへ と変 わ

って い って も， これ らの 国 々 の人 々 と

そ の要 求 や 問題 に対 して示 した関 心 の

深 さは ， メ キ シ コの人 々 に示 した もの

と比 べ て何 ら劣 る もの で は な か っ た。

そ れ ゆ え， これ は彼 の個 人 的 な好 み の

問 題 で は な く， 責 任 を与 え られ れ ば こ

１９２１年 オ ー ス トラ リア で 宣教 師 を

して い る と き の マ リオ ン ・Ｇ ・ロ

ム ニ ー
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の偉 大 な 人物 が あ らゆ る方 面 に相 当 の

義 務 を 自覚 して い た か らで あ る と結 論

づ け る こ とが で き る。 彼 の人 間 愛 は，

世 界 の 人 々 に及 ぶ程 ， 大 き い もので あ

った 。 ヘ ン リー ・バ ン ・ダ イ グ の言

葉 を 借 りれ ば， 「彼 は人 の 心 に，何 百 と

い う言葉 で語 りか け る こ とを学 んだ 。

自分 が至 高 者 の僕 で あ る こ とを君 主 に

告 げ るた め に は王 宮 ま で 出 向 き， 自分

が神 の子 で あ る こ とを農 夫 に告 げ る た

め に は 丸木 小 屋 ま で 出 か け た」 ので あ

る。

そ して ，今 で は ま た責 任 が 変 わ り ロ

ムニ ー副管 長 の心 は， 再 び あ らゆ る 国

々 の 人 々 に 向 け られ て い る。 世 界 中 を

くま な く旅 行 した た め， 彼 は， 世 界 中

の様 々 な 人 々 や そ の文 化 ， ま た そ の問

題 や 要 求 を わ きま え て い る。 現 在 ， 彼

の 活 躍 の 分野 は， 世 界 中 に 及 ん で い

る。

教 会 の 人 々 に と って， シオ ン の息 子

が教 会 で 指導 力 を発 揮 して成 長 し， 進

歩 して い くの を見 るの は最 も喜 ば しい

こ とで あ り， ま た 大 き な満 足 の得 られ

る もの で あ る。彼 は， 執 事 ， 祭 司 ， 長

老 ， 宣教 師 とい う階段 を昇 っ て来 た。

監 督 にな り， ス テ ーキ音１二長 に な り， 十

二 使 徒補 助 とな り，使 徒 とな っ た。 そ

して 今 ， 彼 は ハ ロル ド ・Ｂ ・り一大 管

長 ， ナサ ン ・エ ル ドン ・タ ナ ー副 管 長

と共 に教 会 の 大管 長 会 を構 成 す る地 位

に い るの で あ る。

２５９

ロ ムニ ー副管 長 を深 く知 り， ま た長

年 ， 共 に働 い て き た私 た ち は， 彼 が リ

ー大 管 長 の副 管 長 に選 ばれ て も
， 少 し

も驚 か な か っ た。 私 た ち は， だ れ で も

皆 この高 い召 しに い る ロム ニ ー副 管 長

を支 持 し， この大 管 長 会 を 構 成 す る ３

人 の有 能 な人 々 の指 導 の も と に前 進 す

る業 に， 全 力 を尽 く して 貢 献 した い と

願 うので あ る。

タ ゴ ール ２は言 っ た 。「あ らゆ る子 供

は， 神 が まだ 人 間 に望 み を 抱 い て お ら

れ る とい うお とず れ を 携 え て ， この 世

に や っ て来 る 。」 確 か に主 は ， マ リオ

ン ・Ｇ ・ロム ニ ーが ， そ の 宿 題 を な し

遂 げ， 数 々 の経 験 を し， 偉 大 な 責任 に

召 され る備 えが で き る のを ， じっ と待

っ て お られ た ので あ る。

ロム ニ ー副 管 長 の優 れ た 指導 力 とそ

の特 性 は， 彼 の先 祖 の中 に， す で に歴

然 と して い る よ うに思 わ れ る。 マイ ル

ズ ・ロム ニ ー が， 結 婚 した ば か りの 妻

の エ リザ ベ ス ・ガ ス ケル と， イ ギ リス

の プ レス トンの商 店 街 で 買 物 を して い

た 時 の こ とが あ っ た。 そ の時 彼 らは，

オ ル ソ ン ・ハ イ ド３と ヒーバ ー ・Ｃ ・

キ ンボ ー ル４が 福 音 を 説 いて い るの を

聞 い た の で あ る。 彼 らは１８３９年 まで ２

年 間， 教 会 に は加 わ らなか った が ，感

銘 を受 け た こ と は事 実 だ った。 後 に彼

らは教 会 員 と な り， ア メ リカへ移 住 し

て， イ リノイ 州 ノ ーブ ーに行 った。

大 ロ ム ニ ー家族 の頭 とな るマ イ ル ズ

・パ ー クが 生 まれ た の は ， この ノー ブ

ーで あ
った 。 家族 は結 局平 原 を横 断 す

る こ と にな り， ソル トレー ク盆 地 ま で

行 った 。 こ こで ジ ョー ジは， しば ら く

ソル トレー ク神 殿 建 設 の た め に 働 い

た 。 あ る 日， 彼 らが什 分 の一 事 務 所 に

い る と， ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 が 彼

ら に話 しか け ，南 下 して 「マ デ ィ開 拓

豪
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地 」 へ 行 くよ う に言 った ． 南 へ 下 った

彼 らは ユ タ の セ ン ト ・ジ ョー ジ に定 住

す る こ と にな り， そ れ 以 来 ， こ こ は何

か につ け， ロ ム ニ ー家 の 本 拠 地 に な っ

た 。

ロム ニ ー副 管 長 の家 族 の母 方 に も立

派 な 人 々が いた 。 アル テ メ シ ア ・ロ ム

ニ ーの 祖 父 にあ た る ソ ロ モ ン ・チ ェ ン

１９２２年 オ ース トラ リアの シ ドニ ーに て

宣 教 師 の マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー長 老

バ レン は， ブ リガ ム ・ヤ ング と共 に教

会 に加 入 し， ジ ョセ フ ・ス ミス の家 族

を 個 人 的 に知 って い た。 彼 も ヤ ング 大

管 長 と共 に平原 を横 断 し，言 い伝 え に

よれ ば ， ヤ ング 大 管長 の 幌馬 車 を御 し

て いた とい う。

メ キ シ コで の ロ ム ニ ー家 の物 語 は ！８

８５年 に始 ま った 。 この 時 ，彼 らは他 の

聖 徒 た ち と共 に， メ キ シ コ政 府 の許 可

を 得 て ， 北 メ キ シ コ に入 植 した の だ っ

た。 １８９７年 ， マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

は ここで 生 まれ た，

それ ぞれ の家 族 が 自 分 で 家 を 建 て

た 。大 体 どの家 に も庭 が あ り，小 さ な果

樹 園 が あ り，牧 草 地 が あ り，アル フ ァ ル

フ ァや と う も ろ こ しな どを 植 え た 小 さ

な 畑 が あ った 。 共 同 体 の 牧 草 地 は ，皆

に所 有 権 が あ っ た た め， マ リオ ンや 同

年 齢 の 子 供 た ち は， 毎 日牛 を 連 れ て ，

牧 草 地 の あ ち こち を歩 き 回 っ た。 彼 が

生 涯 ， 座 右 の銘 と して い る もの は， 彼

の父 か ら聞 いた ， 「うね の最 後 の 最 後

ま で くわ を入 れ な い うち は， 決 して 仕

事 を や め て は い け な い」 とい う言 葉 で

あ っ た。

家 族 の長 子 と して， マ リオ ン に は仕

事 が 山程 あ っ た。 同 じ年 頃 の少 年 た ち

が学 校 で フ ッ トボ ー ル や バ ス ケ ッ トボ

ール に興 じて い る の を横 目 で見 なが ら

丘 の上 で家 畜 の 番 を す る こ とは， 大 そ

ヴづ らい 仕 事 で あ った。 彼 は， 牛 の乳

しぼ りが うま くな って， ３０メ ー トル も

離 れ た と ころ に い る猫 の 口 め が け て，

乳 を とば す こ とが で き るよ うに な っ た

と 自慢 して い る。 あ る時彼 が牛 を追 っ

て， 彼 らの敷 地 とマ ク レ ラ ン家 の敷 地

の 間 の道 を通 っ て い る と， マ ク レ ラ ン

家 の へ い そ い に リ ン ゴが熟 して い る の

が 目 に とま っ た。 そ こま で行 っ て， も

こ う とは思 わ な か っ た が， 何 度 か牛 に

向 か っ て石 を投 げ つ け る と， 石 が 木 の

間 を通 る た び に， リン ゴ は決 ま っ て何

個 か落 ち て来 た。 彼 は それ を母 親 の と

ころへ 持 ち帰 っ た。 「この リン ゴ は私

た ち の家 の もの で は な い です ね 。」母 は

戒 め た。 以 後 二 度 と牛 に 向か って 石 を

投 げ る こ とは しなか った 。 そ して 少 年

は， 正 直 に つ い て大 切 な教 訓 を得 た の

だ っ た。

女 や子 供 た ちが ， 馬 車 や乗 り物 に乗

っ て， 列 車 へ 殺 到 して い た ， あ の 出発

の朝 の こ とだ っ た と思 う。 ジ ョー ジ ・

Ｓ・ロ ム ニ ー は，１５歳 の マ リオ ンを か た

わ らに 呼 ん で， 困 難 に直 面 して い る現

況 を説 明 した。 人 々 は生 命 の安 全 を求

め て 国外 に退 去 す る と こ ろで あ った 。

ピア ソン の駅 の広 場 は， 馬 車 や 馬 で 混

雑 して い た。 男 た ち は メ キ シ コ に残 る

はず で あ るか ら， 家 族 の長 た る責 任 と

家 族 の数 々 の問 題 に遭 遇 した時 ， 母 と

弟 と妹 の面 倒 を見 る責 任 は マ リオ ン，

お ま え に あ る， と父 は マ リオ ン に は っ

き り言 い きか せ た。 今 や こ の少 年 は成

熟 し， 人 生 の 新 しい意 味 を 切 り開 き始

めた ので あ った 。

家 族 は， 家 長 た る父 親 が 合流 す るの

を待 っ て， しば ら くエル パ ソ に と ど ま

った 。 そ の後 ， しば ら くカ リフ ォル ニ

アへ 行 き， さ らに， キ ャ シ ア ・ア カ デ

ミー の あ る ア イ ダ ホ州 オ ー ク レーへ と

移 っ た。 ジ ョー ジ ・Ｓ ・ロ ム ニ ーは ，

自分 の教 育 を完 全 に受 け， 教 育 機 関 で

働 き たい とい う希 望 が あ った 。 そ の た

め彼 は，ア カデ ミー で教 べ ん を執 っ た 。

彼 と弟 の ガス ケル は， そ こで若 干 の 資

産 を 持 って い たが ， 自分 た ちの 力 で で
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（上 ） １９６３年十 二 使徒 評 議 員会 会

員 の ロム ニ ー長 老

（右 ） １９６２年 １０月号 の 「イ ン プ ル

ー ブメ ン ト ・エ ラ誌 」 の表 紙 。

テ ンプ ル ・ス ク エ ア にて

き る も の は何 で もや ろ う と， 学校 や教

会 の建 築 ， また 彼 ら自身 の家 の建 築 の

た め に， 皆 つ ぎ込 ん で しま った。 生 活

は苦 しか った 。 給 料 日が 来 た 時， ２家

族 １９人 のた め に，８０ドル しか 入 らな い

こ とが あ った 。什 分 の一 を 納 め よ うか 。
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納 め て 一体 や って い け るだ ろ うか 。 も

う収 支 決算 な ど しよ うが な い。 今 ， 什

分 の 一 を納 め られ な く と も， 主 は わか

って 下 さ るだ ろ うか。 答 え は 「什 分 の

一 は即 刻 支払 うべ し」 で あ っ た
。 着 る

もの もほ とん どな い マ リオ ン は， アイ

ダ ホの 寒 さの 中 を， お金 を持 っ て監 督

の家 まで とぼ とぼ と歩 い て い った。 彼

は什 分 の一 の領 収 書 を持 って ，家 へ帰

っ て来 た。 後 に彼 は， 什 分 の 一 を 納 あ

るの に， あ の時 程 つ らい思 い を した こ

とは な か っ た と話 して くれ た 。

ロ ムニ ー 家 は オ ー ク レー に ３年 間 住

ん だ 。 ４０エ ー カー の農 場 を耕 して暮 し

た つ らい ３年 間 で あ っ た。 若 い マ リオ

ン は， 秋 の 収 穫 の 時 ま で ， しば しば学

校 を 休 ん で ， 農 作 業 の 手 伝 い を した。

彼 は父 か ら大 工 仕 事 を 習 って い た 。家

族 の収 入 を助 け るた め に， この才 能 も

使 つ た。 ．

マ リオ ンの父 は，マ リオ ンが ま だ８歳

の 時 に伝 道 に 出 て い た。 若 い マ リオ ン

が成 長 して， 少 年 時 代 か ら脱 皮 しつ つ

あ る時 も， 伝 道 は何 か か す み が か か っ

た遠 い もの の よ うに思 われ た。 家 族 の

苦 労 が 多 か っ た た め に， こ の成 長 著 し

い少 年 に とっ て， 伝 道 に 出 る こ とな ど

は全 く問題 外 の こ とだ っ た ので あ る。

だ が， この 時家 族 はす で に レ ック ス

バ ー グ に移 っ て い て， 若 い マ リオ ン に

も仕 事 が あ り， お金 も少 した ま って い

た。 彼 の言 葉 を借 りれ ば こ うで あ る。

あ る 日， 大 会 に 出か けて い って ， 十 二

使 徒 評 議 員 会 の メル ビ ン ・Ｊ ・バ ラ ー

ド長 老 ５の話 を聞 い た。 バ ラ ー ド長 老

の霊 的 な経 験 は並 み はず れ た もの で あ

り， 劇 的 で さ え あ った 。 聖 歌 隊 用 の 席

の一 番 端 か ら， こ の青 年 は 集 会 の 間 ，

ず っ とバ ラー ド長 老 に 目を 向 け ， そ の

信 じが た い話 に耳 を 傾 けて い た 。 彼 の

心 に は， 新 し く固 い決 意 が 湧 き上 が っ

て来 た。 集 会 後 ， 若 い マ リオ ンは 父 の

と ころへ 行 って ， こ う言 った 。 「お と

うさ ん， 私 は伝 道 に 出 た い と思 い ま

す 。」父 は驚 いて しま った 。彼 は か ま わ

ず 続 けた 。 「お金 は少 しあ りま す。 も

し私 と一 緒 に銀 行 へ 行 って， 不 足 分 を

借 りて くれ た ら，私 は す ぐに 出 ま す 。」
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（下 ） １９３５年 ， 艸１議 会 議 員を 務 め た と き

の ロ ム ニ ー長 老 。 そ の下 は ，妻 の ア イ

ダ ・ジ ェン セ ン ・ロ ム ニ ー と共 に

嬢

ふ た りは銀 行 へ 向 か っ た。 親 切 な銀 行

員 は彼 を 信 用 して ， 融 資 して くれ た 。

マ リオ ン は船 で オ ー ス トラ リア に向 か

っ た。

伝 道 か ら帰 還 後 ， ロ ムニ ー 副 管 長 は

この借 金 を無 事 返 済 した。

ロ ム ニ ー副 管 長 は， す で に 子供 の 時

に， 自分 の偉 大 な可 能 性 の あ る こ とを

知 って い た。 決 して 群 衆 の 中 に 自己 を

見 失 うよ うな こ と は な く， 彼 の た め に

備 え られ た人 生 は広 く門 戸 を 開 き， 数

多 くの機 会 が 待 ち受 けて い る こ とを 知

って い た。

１１， ２歳 の まだ 幼 い頃 ， 彼 は祖 父 の

Ｌ ・Ｈ ・レ ッ ドか ら祝 福 師 の祝 福 を 受

け た。 ア ブ ラハ ム とヤ コブ とい う高 貴

な血 統 か ら生 まれ た彼 は， 並 の人 物 で

は なか っ た。 そ の祝 福 の中 で ， あ な た

は偉 大 な業 を果 たす た め の機 会 を 待 ち

望 ん で い る， と告 げ られ ， また これ を

成 し遂 げ るた め に は， 生 涯 の初 めか ら

知 恵 と知 識 を求 め る必 要 が あ る と戒 め

られ た。

様 々 な学 校 に通 学 して 知 識 の 探 求 に

励 む彼 を見 ， あ の よ うな逆 境 を経 験 し

た彼 を見 る時 ， 私 た ち は， 彼 が この 祝

福 を 受 け るに充 分 資 格 の あ る こ とが わ

か るの で あ る。

祝 福 に は 「汝 は 多 くの人 々 に福 音 を

宣 べ るた め に 召 され る で あ ろ う。 自 ら

の選 び に な る天 使 が， 汝 の益 の た め，

汝 と共 に あ り， 汝 を守 護 して い る」 と

あ る。 １９２０年 の オ ー ス トラ リア で の最

初 の 伝 道 以来 ，彼 は 多 くの人 々 に宣 べ

伝 え て 帆 るが ，最 近 で は， 「多 くの 」人

々が 何 百 万 とい う数 に増 加 して い る。

また ， 「自 らの 選 び にな る天 使 」 に よ

って 守 護 され る と は， 何 とい う祝 福 で

あ り， 何 とい う保 護 で あ ろ うか 。

ま た， 祝 福 の ひ とつ には ， 次 の よ う

に訓 戒 され て い る もの が あ る。 「う る

わ しい天 来 の声 が 平 安 を さ さや くの を

感 ず る時 ， 主 が 汝 の近 くに ま しま す こ

とを忘 れ ぬ よ うに 。」こ の マ リオ ン ・Ｇ

・ロ ム ニ ー は， そ の さ さや きを しば し

ば耳 に して い る。 彼 はそ の 平 安 が ， 自

分 の人 生 の一 部 で あ るか の よ う に感 じ

て い る ので あ る。 彼 が 祈 る時 ，主 が 彼

の近 くに お られ る こ とを 疑 う兄 弟 は い

な い。 彼 の祈 りは， そ れ程 まで に熱 烈

で あ り， その 声 も穏 や か で ， そ の 嘆 願

も現 実 的 で 誠 実 で あ るた め ，私 た ちは

主 が 確 か に聞 いて お られ る と知 るの で

あ る。 彼 の誠 実 さ は， 聞 く者 の 心 を 動

か す もので あ り， 私 た ちは 皆 ， ロ ムニ

ー副 管 長 が 祈
って い るか らこそ ，私 た

ちが 天 父 に さ らに近 づ け る のだ と感 じ

て い る。 彼 に は， 病 い の人 を い や す た

め の特 別 の いや しの力 も与 え られ た 。

最 近 ， 私 自身 が ラ 心 臓 切 開 手 術 の 事 後

治 療 に あ た って いて ， 随 分 心細 く感 じ

て い た時 ， 彼 は私 の家 に訪 問 して くれ

た。 彼 の帰 る前 ， 私 は， 祝 福 を 与 え て

くれ る よ う頼 ん だ 。 彼 の信 仰 の 力 と神

に近 くあ る信 仰 生 活 に完 全 な信 頼 を お

い た か らで あ る。

ロ ムニ ー副 管 長 の祝 福 は続 く。 「汝

は， 汝 の理 解 の及 ばぬ 程 ， 高 き名 誉 を

受 け， 人 々 に尊 敬 され るで あ ろ う。 汝

の勧 告 が求 め られ ， 汝 の子 孫 は汝 を ほ

め 讃 え， 汝 の信 仰 は汝 を固 ぐ支 え るで

あ ろ う。 汝 の信 仰 は王 国 の神 秘 を解 き

明 か し， 人 々 の力 で は理 解 し得 な い事

柄 も，汝 の前 で は平 明 な もの とな るで

あ ろ う。 将 来 に 関 す る示 現 が汝 の心 に

開 か れ， あ らゆ る こ とに主 の御 手 が 働

いて い るの を 見 るで あ ろ う。 何 とな ら

ば ， ジ ェ レ ドの 兄 弟 の持 った信 仰 と違

わ ぬ 信 仰 が ， 汝 の もの とな るか らで あ

る。 … …汝 は主 の 御 業 を 進 め るた め に

よ り高 い 信任 と指 導 の 地 位 にあ って 働

くよ う召 され るで あ ろ う 。」

ロム ニ ー副 管 長 を長 い間 ， 個 人 的 に

知 って い た私 た ち は， これ ら長 期 にわ

２６２



幽 謬修修修修修修修修

「……彼は人の心に，

何百という言葉で語 り

かけることを学んだ。

自分が至高者の僕であ

ることを君主に告げる

ためには王宮まで出向

き，自分が神の子であ

ることを農夫に告げる

ためには丸木小屋まで

出かけた。」

２６３

最近 のロムニー副管長 夫妻

た る約 束 が 実 現 しつ つ あ る こ とを 知 り

ま た， マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニ ーを 今 日

あ ら しめ た もの は， ５， ６０年 の努 力 で

は な く， この偉 大 な人 間 を， 今 日彼 の

持 つ 機 会 の た め に備 え させ るべ く， あ

らゆ る偉 大 な性 質 と機 会， そ して， 試

練 ，特 権 ，チ ャ レン ジ， 時 を完 全 に ひ と

つ の もの につ くり上 げ た， 永遠 の もの

なの で あ る。 キ リス トの 御 名 とそ の福

音 は， 単 に 口先 だ けの もの で は な く，

彼 の意 識 の中 で ， 深 く耕 され た もの で

あ る。

ロム ニ ー兄 弟 は， も しア イ ダ ・ジ ェ

ンセ ンが リ ッ クス ・ア カ デ ミー で教 え

るた め に， ち ょ うど適 当 な時 に アイ ダ

ホ ・フ ォール ズか ら出 て 来 て くれ な か

った ら， 自分 の生 涯 が ひ ど く寂 しい も

の に な った で あ ろ う とい う こ とを強 調

して や ま な い人 で あ る。 そ の ア カデ ミ

ーの 校長 で あ った彼 の 父 に雇 わ れ た ア

・イダは ， す ぐに マ リオ ンに会 っ た。 そ

の 時 咲 い た ロ マ ンス の花 は ， １９２４年 ９

月 １２日の 結 婚 以来 今 日ま で ，長 い 間 咲

き続 けて い る。 アイ ダは逆 境 の 時 に も

栄 光 の時 に も彼 に寄 り添 って きた 。 彼

らはふ た り共 大 きな 事故 に遭 遇 して い

る。 そ の時 ， ふ た り と も， 特 に彼女 の

方 は， 全 くの奇 跡 に よ って 命 を 失 わ ず

にす んで い る。 彼 女 は責 任 を果 たす 夫

を誇 りに思 い， 夫 が旅 に あ る時 ， そ し

て困 苦 に あ る 時 ， 夫 を 支 え 続 け て き

た。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニ ー とア イ ダ ・

ロム ニ ー に は ４人 の子 供 が あ っ た。 そ

の う ちふ た りは長 く生 き る特 権 に あ ず

か らな か った 。 ふ た りの息 子 は そ れ ぞ

れ 結 婚 して ， 両 親 に 愛 され る家 庭 を営

ん で い る。 カ リフ ォル ニ アの 実 業 家 で

あ る リチ ャ ー ドは妻 の ジ ョア ン との 間

に大 き な息 子 と娘 が い る。 ソル トレー

ク市 で 弁 護 士 業 を営 む ジ ョー ジ と妻 の

ジ ョア ン との 間 に は， １４歳 か ら， 生 ま

れ た ばか りの赤 ん 坊 まで ， ５人 の子 供

が い る。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニ ー の強 さを 知

りた い と思 うな ら， た だ彼 が 働 くの を

観 察 し， 困難 な 問題 を幾 つ か彼 と共 に

解 決 して み るだ け で よ い。

ま た ， 彼 の 誠 実 さ と情 感 の強 さ とを

感 じた い と思 うな ら， 彼 が造 り主 に呼

び か け，祝 福 を求 め て 嘆願 す る声 に耳

を傾 け るだ けで よ い 。 この人 物 が ひ ざ

まず くと こ ろ は皆 ，聖 な る所 とな るの

で あ る。

ロム ニ ７副 管 長 が 教 会 幹 部 に 召 され

た時 に与 え られ た 祝 福 のひ とつ に次 の

よ うな ものが あ る。 「．… …わ が 業 に対

す る汝 の信 仰 の ゆ え に， 汝 は幸 いな る

か な 。見 よ， 汝 これ ま で幾 多 の銀 難 を

受 け た れ ど … … これ よ り後 ， 汝 と汝 の

家族 を， さ らに汝 の小 さ き者 た ち まで

も祝 福 せ ん 。 か くして， 彼 ら も信 じ，

真 理 を 知 り， 汝 と共 に教 会員 の 中 に数

え らる る 日 も来 た らん 。」

新 しい責 任 と新 しい 機 会 と新 しい チ

ャ レン ジを 受 けた 彼 の た め に ，彼 の 家

族 が ， 友 人 が ， そ して 教 会 の 人 々 が 祈

る こ と と言 えば ， 主 が 彼 を ， あ らゆ る

必 要 な祝 福 を もって ， 祝 福 して 下 さ る

よ うに願 う こ とで あ る。 これ まで ， 高

くと も しび をか か げ て き た彼 は， これ

か ら後 も一 層高 くか か げ続 け る こ とで

あ ろ う。 神 よ， マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ

ーを祝 福 した ま え
。

注 ）

１） ヘ ン リー 。パ ン ・ダ イ ク （［８５２－ １９３３） ア ．メ リカ

の 牧 師 ， 教 育 者 ． 作 家

２） ラ ビ ソ ドラ ノ ツ ・タ ゴー ノＬ卿 （１８６１－ １９４１） イ ン

ドの 詩 人

３） オ ！レソ ン ・ハ イ ド （１８０３－ １８７８） １８３５年 ２月 １５日

使 徒 に 聖 任 され た

４） ヒ ーバ ー ・Ｃ 。キ ソボ ー ル （１８０１－ １８６８） １８４７年

１２月 ２７日， ブ リガ ム ・ヤ ソ グの 副 管 長 とな る

５） 拘 Ｌビ ン ・Ｊ ・バ ラ ー ド （／８７３－ １９３９） １９１９年 ４

月 ７目使 徒 に聖 任 され た
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私 が 第 ９学 年 （中 学 ３年 に あた る） の 年 ，何 の 目的 もな い

宙 ぶ ら りん の よ うな生 活 を 送 って いた 年 の こ とだ った 。 自信

な ど は お よ そ私 の縁 のな い こ とで ， 私 の 行 動 は ， ほ とん ど と

い って よ い ほ ど， 劣 等 感 に左 右 され て いた 。 次 の よ うな経 験

が あ ん な に も明 る く先 を 照 らす 星 とな った の は ， お そ ら くは

自分 へ の疑 惑 が 心 に弱 く射 して い たせ いだ った と思 う。

金 曜 日の ３時 限 が 問題 の時 間だ った 。 出 席 を と る時 に ， 生

徒 全員 は 「準 備 して あ ります 」， 「準 備 して い ませ ん 」 の ど ち

らか を答 え な け れ ば な らなか っ た。 答 えが 「準 備 して あ る」

で あれ ば， そ の 日話 を す るの で あ り， 「準 備 して い ませ ん 」

で あれ ば ， 何 も しな くて よ か った。 私 は す ぐに， 「準 備 しで

あ りませ ん 」 と答 え れ ば荷 が お り る と思 い込 ん だ。

何 週 間 か 過 ぎた が ，私 は 名 前 を 呼 ば れ るた び に， 落 ち着 き

払 って 「準 備 して あ りま せ ん 」 と答 え て い た。 友 だ ち も前 に

な らえ だ っ た。 何 人 か グ ル マ プな の で ， ひ と りず つ 名前 を呼

ば れ て も平 気 だ っ た。

あ る 時教 師 と話 して いて ， 私 は名 簿 の私 の 名前 の と こ ろが

ず っ と準 備 して い な い印 な の に気 が つ いた 。私 は困 った 。 し

か しそ うか と言 っ て友 だ ち の前 に立 っ て話 を す る気 持 に はな

れ な か った 。皆 の前 で話 をす る こ とは， 世 の中 で 一 番恐 ろ し

い こ との よ うに思 わ れ た。

私 の前 に ， 大 好 きな女 の子 が す わ っ て い た。 好 きで た ま ら

な いの で登 校 の 時 に 気 の きい た言 葉 を か け よ う と考 え る のだ

が ， い ざ彼 女 の前 に出 る とポ ー ッと して言 葉 が 出 な くな る の

だ っ た。

あ る 日， 教 師 が 出 席 を と って 私 の 名 前 を 呼 び ，私 は 「準 備

して あ りませ ん 」 と答 え た。 その 時 で あ る， あ の 少女 が私 に

言 葉 を か け た の は。 彼 女 は振 り向 いて 私 を 見 つ め ， 「準 備 し

た ら ？」 と言 っ た。 そ の 日， 生 徒 た ち の発 表 は 何 も耳 に 入 ら

な か っ準。 私 は す き な こ とが 全 部 自分 にや って きた よ う に，

「ぼ くを 好 き じゃ な か っ た ら
， ど う して ぼ くの こ とを 気 に し

て くれ る もの か 」 と， た だ そ・れ だ けを 考 え続 けて いた 。

家 に 帰 る と，私 は新 聞 か らひ とつ の記 事 を 捜 し出 し， 覚 え

込んで しまうほどに繰 り返 し繰 り返 し読んだ。そして記事を

切り抜き，折りたたんで定期入れに入れ， １週間肌身離さず

持ち歩いた。

次の金曜日にな り，私は少女の後ろのいつ もの席についた。

教師が顔をあげずに出席簿を読み上げ始めた。ついに私の名

前が呼ばれた。私はゆっくりと，大変な言葉を口に出 した。
「準備 しました。」

教師は名簿を読むのをやめると，私を見つめ返 した。私は

首をしゃんと上げてこくんとうなずいた。少女は振り返って

ほほえんだ。友だちは 「裏切 り者／」と言うように私を見た。

それか らすわって自分の番を待つ間， 自分のしたことを考え

ると，我なが らこわ くなった。その時，私 は一 大発見 を し

た。こわがってそのために義務を怠 るのでなければこわがっ

たって大丈夫ということである。

順番が来た。私は前に出て話 し始めた。私は言葉を全部暗

唱 していた。最後の言葉を述べてか ら，私は一瞬その場に立

ち止まったが，その時にすば らしい考えが私の頭をかすめ，
‘心にとどま

った。私は自分に言った， 「君が好きだよ。」

私は席に戻って腰をおろした。どの発表も上の空だった。

ただ胸が ドキ ドキして， 「これ こそぼ くの生き方なんだ」と

いう気持だけが次々と心に沸き，沸いては去っていった。
「準備 していません」 という言葉が自分の荷を軽 くし，圧

迫感をなくして くれることは確かである。 「準備 していませ

ん」 と言えば何 もしなくてよい。 しか しそれでは，何かを し

て 「自分が好 きだ」 と言えるようになったあの喜びを決 して

得 られないだろう。

２６４
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で， タボル山へ行 きな さい。わた

しはヤ ビンの ぐんぜ いのか しらで

あ るシセ ラとその戦車 と兵士た ち

を，あなたたちの手 にわた そ う。』」

す るとバ ラクはデボ ラに 「あな

たがい っ しょに行 って くだ さるの

で した ら行 きま しょう。 しか しあ

なたが行 って くだ さらないので し

た ら，私 も行 きませ ん」 と言 いま

した。

デ ボラは答 え ま した。 「はい，

行 きま しょう。 しか し， このい く

さはあなたの手が らにはな りませ

んよ。主は シセ ラをひ とりの女の

手 にわた され るで しょうか ら。」

そ こでバ ラクはイ スラエノレの勇
わか

ま しい若者 た ちを集 めて，悪王 ヤ

ビンをせめにでかけ ま した。バ ラ

クの ぐんたいの中にはデボ ラもい

ま した。

そ して平地 に さ しかか った とき

バ ラクの ぐんたいは，そ こにテ ン

トをは っていたケニび とのへベル

に会い ま した。ヘベルは シセ ラが

タボル山にのぼ った ことを，バ ラ

クに知 らせ ました。

い っぼ うシセ ラは，バ ラクが １

万人の兵士 をひ きいてや って くる

のを発見 す ると， ９００両 の鉄 の戦

車 と全兵士 を集 あて， イス ラエル

を こうげ きさせ ま した。

その とき， デ ボ ラ は バ ラクに

「さあ行 きなさい。主 はき ょうシ

セ ラをあなたの手 に渡 され ます。

主 はあなたの先 に立 って行 かれ ま

す 。」

主 はバ ラクとイス ラエルのひ と

び とを守 って くだ さいま した。そ

してにげてい くシセ ラの ぐんぜ い

は， みな殺 され ま した。 しか し，

シセ ラだけはにげて平地 のケニび

とへベ ルの テン トにた ど りつ きま

した。

その ときテ ン トの中にいたヘベ
つ ま

ルの妻 ヤエルは， シセ ラをテ ン ト

の中へむかえいれ，毛布 をかけて

かい ほう しま した。

シセ ラはの どがかわいて水 がの

みたいと言 った ので， ヤエルはぎ

ゅうに ゅうを もってきてのませ ま

した。

シセ ラはヤエルにテ ン トの入 ロ

に立 って， もし人 が来 て 自分 が中

にいるか とたずねた ら， いな いと

こたえて くれ るよ うにた のみ ま し

た。 、

そ して シセ ラは ぐっす りねむ っ

て しまいま した。 ヤエルはテン ト

の くぎをと り， ハ ンマーを手 にも

って シセ ラに近づ き， くぎをシセ

ラの こめかみに うち こんで， シセ

ラを殺 して しまい ま した。

バ ラクがシセ ラを お って ヤエル

のテン トへや って きた とき，ヤエ

ルは 「おはい りくだ さい。 あなた

が さが して い らっしゃる人を お見

せ しま しょう」 と言 いま した。バ

ラクが テ ン トの中に 入 ってみ る

と， シセ ラはたおれ て死 んで いま

した。

こうしてその 日， 神はイス ラエ

ルの人 々をたすけて， カナ ンの王

ヤ ビンの ぐんぜ いを うちやぶ られ

ました。 こうしてイス ラエルのひ

とび とは力を ま し， やがてヤ ビン

をほ ろぼ しま した。

デボ ラとバ ラクは神をほめたた

えて歌 い ま した。

「イス ラエルのあだをかえ して

くだ さった主 をほあたたえよ う。

主 が進 まれ るあ とに， イス ラ

エルはみなよろ こびいさんで し

ナこ力雪っナこｏ

すべて の王 よ， 聞け，

すべて の しどう しゃよ耳をか

たむ けよ。

わた しは主 に歌を ささげよう。

わた しは イスラエルの神，主

を ほめたたえ よう。」
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よぷんな荷物
何年 も前のこと，私たちのふ

るさとの町では，燃料 としてお

もに木を使 っていま した。夏の

終 りから秋にかけて，私たちは

馬を数頭つれて荷馬車で山に木

をとりに出かけたもので した。

荷馬車といっても前後にふたつ
れんけつぼ う

ずつ ある車輪 が，連結棒 という

強 くてかたい木でつ ながれてい

るだ けの簡単 なもので した。

男 たちと少年た ちは朝 はや く

ときには 日の出前 に遠 い道 の り

を出かけて いきま した。 お母 さ

んがお弁 当を作 り，少年 たちは

そまつな荷馬車 に乗 って いきま

した。

広 いキ ャニオ ン街道 か らひ と

たびそれ ると， 山を こえ谷 をわ

た る曲が り くね った小道 は，せ

ま くてけわ しい岩 だ らけの道で

した。

行 くときはゆ っくりで した。

で も， た どりつ くとす ぐに仕事

に とりかか りま した。

切 り倒 した木は １頭 の馬 が荷

馬車 の方 にひ いてい き，荷馬車

に ころが し入れ ま した。 しば し

ば丸太 が長す ぎて荷馬車の うし

ろにたれ さが る こともあ りま し

た。 よ うや く積み終わ ると，丸

太 の前 と後 ろを くさ りで荷馬車

に しっか りと しば りつけ，次に

よぶんな丸太 を ６本 たばに して

大 きな くさりで荷馬車 の後 ろに

つな ぎます。

はじめ私は， もうすでに重 い

荷物を積 んでい るのに，なぜ よ

ぶ んな丸太を馬にひかせ るのだ

ろ うとふ しぎに思い ま した。で

も，す ぐにそのわ けがわか りま
恥

マ 茨
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ほん とうにあぶ ないので した。

重 い荷 を積 んだ馬 がけわ しい山

道で だんだんはやさをま して く

る車 を足 をふ んば って おさえる

のはむ ずか しい ことで した。

た とえブ レーキで後 ろの車を

回転 させ ないよ うに した と して

も，荷馬車 は横すべ りして しま

うのです。

重 い荷車 のほかに後 ろに重 い

荷 を引いているのは，適度 に，

荷車 の速度 を落 とす ためなので

す。 これは，馬 が進むべ き適 当

な速 さを こえて走 りすぎないよ
きょうニく

う， また深い狭谷 に くい こんだ

急 な曲が り角で転ぷ くした り，

道 をそれ て走 り出 した りしない

よ うにす るためです。

荷 を積 んだ馬車 が無事 に山道

を くだ りきり，広 いキ ャニオ ン

街道 にた どりつ くと，後 ろにつ

けた丸太 は，後 で数 がそろ った

ときに運 ぶよ う，道 のは しに こ

ろが して残 して おきま した。

時 々，若 い人 々はなぜ 自分 た

ちがつ らい仕事 や訓練， また規

則 や両親 の作 った とりきめな ど

に従 わな ければな らないのだ ろ

うとふ しぎに思 います。で も両

親 は，私 たちに このよ うな重 い

荷 物が必要 な ことを知 って い る

のです。

両親 は，私 たちが転ぷ くした

り，道 をそれ た りしないよ うに

ブ レーキのよ うな ものが必要 な

ことを知 っています。 このよ う

な余分 な荷物 は，私 たちを強 く

しっか りした人物 にす るために

必ず与 え られます。

神の戒 めを守 ることによ って

神 の律法 に対 しでめ従順 を学ぶ

ことは，人生 の最 も偉大 な教訓

のひ とつです。

時 々私たちは，重 すぎ る荷物

を運ぶよ う求 め られます。で も

そ んな とき， なぜ そのよ うな荷

物が与 え られたのかを考 えて み

て くだ さい。知恵 と愛 に満 ちた

天父が，私たちの人生 を導 き祝

福 して くだ さってい ることがよ

くわか ります。

２６８
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ピ＝ ター ・アグ ー クは， ゆ う びん ひ こ う

きを じっ と見 な が ら， 大 き な た め い きを つ

き ま した。 ひ こ うき は， カ ラ リと晴 れ た ア

ラ スカ の空 を くる くるま わ って い ま した。
こう

もうす ぐチ ャル キ ドシ ク空 港 の， 土 で で き
ちやく

た細 長 い か っそ う路 に着 り くす る こ とで し

ょう。
ニ う

空 港 の た だ ひ とっ の たて 物 で あ る ま る太

小 屋 の 中 で， ピー ター は， い っ か 自分 も雲

を つ き ぬ け， さ っ そ う とひ こ う きを この で
ちやく

こぼ こ したか っそ う路 に着 り くさせ て み た

い な あ と考 え て い ま した。

「森 のパ イロ ッ ト。」ピー ター は っぶ や き

ま した。 「森 のパ イ ロ ッ ト， ピー ター ・ア

グー ク註

ピー ター は， 友 だ ちの サ ム ・ピ トカ のわ

らい 声 に び っ くり して， ま昼 のゆ めか らさ

め ま した。

「な にが お か しいん だ 。」ピー ター は， に

や に や して い る友 だ ちの顔 を 見 て たず ね ま

した。

「君 が ひ こ うきを 見 て い る間， ぼ くは君

を見 て い た の さ。 ま た ゆ め を 見 て る の か

い」 サ ム は に や に や して い ま した。

ピー ター は，．顔 が 赤 くな るの を か ん じて

２６９
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み ん な に見 られ ない よ う に， む こ うを む き

ま した。 で も，友 だ ちが 自分 を見 て い るよ

うな気 が しま した。 パ イロ ッ．トに な りた い

とい うのが なぜ そん な にお か しい の だ ろ う

と ピー ター は思 い ま した。

とっぜ ん ピー ター は， 「友 だ ちの マ イ ク
ちやく

さん が ひ こ うきを着 り くさせ るの を見 て て

な に が お か しい の さ」 とい って い る 自分 の

声 を 聞 き ま した。

「な ん だ， 君 の友 だ ちな の か。 知 らな か

った よ ！」 サ ム は び っ く り して さけ び ま し

た。

「ほ ん と うさ」 と， ピー ター は 自 しん あ

りげ に見 せ よ う と しなが らい い ま した。 し

ゃべ る前 に考 え れ ば よか った と思 い ま した

が ， も うお そす ぎ ま した。 な ん とか しな け

れ ば な りませ ん。

「も しきみ とパ イ ロ ッ トが 友 だ ち な ら，

ち ょ っ とだ けで も， ぼ くた ちを ひ こ うき に

乗 せ て くれ る よ う に して も ら え な い か な

あ」 と， サ ムは期 待 して た のみ ま した。

ピー ター が答 え よ う とす る間 もな く， さ

らに ４人 の子 ど もた ちが ベ ンチ に こ しか け
ちやく

ま した。 み ん な ひ こ うきが着 り くす るの を

見 に来 た の で す。

「ぼ くた ちを ひ こ うき に乗 せ て くれ る っ

て ？」 と， ひ と りが 聞 き ま した。

「そ れ はす ごいや」 と， もうひ と りが大

きな声 で い い ま した。

ピー ター は， ひ こ うきを 見 るの に い そが

し くて 聞 こえ な いふ りを しま した。 そ して



ひ こ うきが か っそ う路 に お りて ２， ３度 は

ね ， か っそ う路 の は しまで は しって い くの

を じ っ と見 て い ま した。 ゆ うび ん ひ こ うき

は ， 小 屋 か らほ ん の 少 しは な れ た と こ ろに

止 ま りま した。 そ して パ イロ ッ トが， ゆ う

び んぶ くろを も って お りて き ま した。

「た の んで くれ るか い」 と サ ムは た ず ね

ま した。

ピー ター はか な し くな りま した。 知 り も

しな い あ こが れ の人 に た の む な ん て，

ター に は で き な い こ とで した。 し

ば ら くひ こ う きを見 て か ら， 友 だ

ち のほ うに む きな お りま した。

「サ ム， さ っ きは たぶ ん ゆ め を

見 て いた ん だ よ。 ほ ん と うは パ イ

ロ ッ トなん か 知 らな い ん だ。 名 前

だ って知 らな いん だ よ 。」

ピー ター は， パ イロ ッ トが ま る

太 小 屋 の近 くに いた こ とを 知 りま

せ ん で した。 ピー ター は ど う して

よ い か わ か らず ， うつ む いて ベ ン

チ に す わ りま した。 ほか の子 ど もた ち

は， ピー ター が ひ と りぼ っちで 考 え こ

ん で い る間 に， ひ こ うき を も っと近 く

で 見 よ う とか け だ して行 き ま した。 ピ

ー ター は 自分 で 自分 に は らを立 てて い

ま した。 うそ を つ い た こ とを知 った サ

ム は， もう ピー ター を しん じて くれ な

い こ とで し ょ う。

ピー ター は ひ こう きの ほ うを 見 ま し



た。 小 さな ４人 乗 りの， 銀 色 の しま の入 っ

た青 と 白の ひ こ うき で す。 そ う じ ゅ うせ き

にす わ るの は どん な乗 りご こち だ ろ う と，

ピー ター は考 え ま した。 フ ォー ト ・ユー コ

ンに住 ん で い るい と この ブ レ ッ ドか ら先 週

きた 手紙 に は， 親 しい森 の パ イ ロ ッ トの こ

とが 書 か れ て い ま した。 そ の パ イ ロ ッ トは

ブ レ ッ ドを ひ こ う きに乗 せ ， そ う じ ゅうせ

きに さえ もす わ らせ て くれ た ので す。 いっ

か， パ イ ロ ッ トが あ ま りい そが し．くな い と

きに， 自分 もき っ と友 だ ちに なれ るか も し

れ な い， と ピー ター は思 い ま した。

どれ くらい考 え こん で い た のか ， ふ い に

大 きな手 が か た に おか れ た のを ピー ター は

か ん じま した。 ふ りむ くと， パ イロ ッ トが

に こに こ して い ます。

「な ん とい う名 前 ？」

「ピー ター ・ア グー クで す 。」 ど も るよ

うに して よ うや く答 え ま した。

「ぼ くの名 はべ ン。 君 が友 だ ちに い って

い る のを 聞 い た よ。 ぼ くは し ょう じ きな子

ど もが す き なん だ 。」

パ イ ロ ッ トの大 きな手 は， まだ ピー ター

の か た に お か れ た ま まで した。 ピー ター は
こ うふ く

とつぜ ん今 ま で と ちが う幸 福 な気 もち に な

りま した。 した を もつ らせ なが ら， ピー タ

ー は べ ンに，青 と白 のひ こ うきが す きな こ

と と， い つ か 自分 も森 の パ イロ ッ トに な り

た い ことを話 しま した。

パ イロ ッ トは や さ し くほ ほ え み ま した。＼

「よ し， そ れ じゃあ。 ２， ３日の うち ひ ま ．

が でき た・らう ひ こ う きに乗 せ て 中か ら見 せ

て あ げ よ う。」

ピー ター は， 耳 を うた が い ま した。

「ほ ん と う ？」

「これ は と りひ き さ。 と こ ろで今 ， この ゆ

うびん ぶ くろ運 ん で くれ な い か い 。」

ピー ター は 重 い ゆ うび んぶ くろをか つ い

で， 新 しい友 だ ちの あ とに つ いて 行 き ま し

た。 ピー ター は とて も しあ わせ で した。 そ

して顔 に ９さい の子 ど も ら しい， うれ しそ

うな わ らい を うか べ ま した。

２７１
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ホ ー ム ・テ ィ ー チ ャ 圏一 へ の 質 問

Ｖ ・Ｃ 。フ レ イ ム

教会員を守護す るという神権者に伴

う原則は，教会が組織される以前に，

主によって定められたものであり，こ

の務めは神権者に固有のものである。

ホーム ・ティーチャーに召された者

は，教会員を守護することへの理解を

深め，能力を伸ば したいと願うであろ

う。また私たちはほとんど，正 しい態

度で正 しい事柄を行ないたいと願って

いる。

私たちは神権指導者か ら次の責任を

与え られている。 「各会員の家庭を訪

れ，彼 らが声を挙げてもひそかにても

祈 りをな し，またすべて家庭の務めに

いそ しむように勧め」プそして 「常に

教会員を守護 し，彼 らと共にありて彼

らを強 くすべきものとす。また教会員

の中に邪曲なきよう，互いの間に頑固

なることの なきよう， また虚言， 蔭

口， 悪 口 な ど もな き様 注意 す べ き もの

とす 。 ま た教 会 員 の しば しば集 会 す る

こ とを はか り， ま た す べ て の会 員 に そ

の義 務 を つ くす よ うに な さ しむ 。」 （教

義 と聖 約 ２０：４７， ５３－ ５５）

こ の務 め は ， そ の家 族 の 管理 権 を持

つ 父 親 を 通 して果 た す もの で あ る。

さ らに次 の よ うに勧 告 され て い る。

「神 権 者 によ
って 管理 され る家 庭 は教

会 の 基 本 的 な単 位 で あ る。 ホ ー ム ・テ

ィーチ ャ ーは神 権 の秩 序 を重 ん じて ，

そ の 家 庭 の 管理 権 を持 つ父 親 と共 に働

く必 要 が あ る。 父 親 の立 場 を認 め な け

れ ば な らな い。 主 は父 親 に， 家 庭 以 外

の教 会単 位 との 関連 を保 ち つつ 家 庭 を

正 し く治 め， ま た家 族 を永 遠 の生 命 に

導 くよ う， 責 任 を課 して お られ る。 ホ

ー ム ・テ ィー チ ャー は父 親 と共 に働 き

つ つ， 父 親 を通 して， そ の務 め と責 任

を強 くして ゆ くので あ る 。」 （「神 権 ホ

ー ム ●テ ィー チ ン グの 手 引 き
」 １９７１年

版 ）

私 た ち は ほ とん ど，教 会員 を助 け る

提 案 や アイ デ アを必 要 と して い る。 そ

こで 次 に あげ る質 問 を も う一 度 検 討 し

て み よ う。厳 し く自問 し， そ の答 え を

探 し求 め るな らば， 教 会 員 を守 護 す る

正 しい 備 え が で き るで あ ろ う。

７ ＿ 、そ＿ め
に，主の御前にひざまずき，熱心に願

い求めてきたであろうか。担当家族な

らびにその父親 と好ましい関係を築け

るように，それぞれの父親 と適切な時

１こ主の導 きを求めて 祈った であろう

か。私 と神権指導者は，王国の家庭を

堅固にするための主の道具となれるよ

うに，主の御前にひざまずいたであろ

うか。また同僚と共に主の箴言を願い

求めただろうか。

２ 神騰 纏 ＿ 深
く耳を傾けただろうか。十分に彼の心

をくみ取 り，担当家族に対する彼の関

心を理解 しているだろうか。

３ 父親、＿ ＿ 通
して働 く こ とに よ って ， 家 庭 の聖 な る

本 質 を重 ん じて い るだ ろ うか 。 父 親 が

不 活 発 で あ っ た り， 非 教 会 員 で あ る場

合 もそ の よ うに して い るだ ろ うか 。必

要 に応 じて父 親 と語 り合 う こ とが あ る

だ ろ うか 。 彼 の話 に よ く耳 を傾 け て い

る だ ろ うか 。 また 励 ま し， 良 い 点 を ほ

め， さ らに高 め る よ う に して い るだ ろ

うか 。

２７３



４ 担当＿ 、＿ 係
を築 き， それ を保 つ よ う にい つ も気 を

配 っ て い るだ ろ うか 。

５ 担当家獄 糊 守り，

強 め る こ とが ， ホ ー ム ・テ ィ「 チ ャー

に与 え られ た 召 しで あ り， ま た機 会 で

あ る こ とを 認識 して い るで あ ろ うか 。

主 は両 親 に， 毎週 の家 庭 の夕 べ や， ま

た教 え る機 会 の あ るた び に家 族 に福 音

を 教 え る よ う望 ん で お られ る こ とを心

に留 め て い るだ ろ うか。 担 当家 族 が 困

って い る時 に 同僚 と共 に い つで も援 助

で き るよ うに して い る で あ ろ うか。

６ 　 釦教会員＿ 助
ける方法を考え，計画 しているだろう

か。また新 しい会員や強 くない会員に

対 してはどうであろうか。

７ 神＿ や監督から与え
られたメッセージを忠実に伝えまた特

別な割当てを果たしているだろうか。

８ ＿ いろい，牒 飾 担
当家族 に あ い さつす る こ とを習 慣 と し

て い るだ ろ うか。 彼 らが 集 って い な い

時 に， 心配 して い る だ ろ うか 。

９ ま＿ 宮齢 勘 家族
として結び固められていない家族のた

めに計画を立てているだろうか。

７ ０ ＿ 夕べ＿ ＿
続けるために，父親がどのような援助

を必要 としているか気づいているであ

ろうか。

７ ７病＿ ＿ 碗
の非 常 時 に， 担 当家 族 との連 絡 が とれ

いつ で も助 け られ る よ うに な って い る

で あ ろ うか 。

７ ２ 担当家鰍 紡 長とし
ての責任を十分に認め，どのようにす

れば父親が神権を存分に行使できるよ

うに援助できるか，いつも考えている

であろうか。

「見よ，われ汝らにすべての事を悉

く命ずるは至当ならず。そは，すべて

の事已むを得ざれば為さざる者は怠惰

なり，賢き僕にあらざればなり。これ

を以て彼は良き報いを受 くることな

し。われ誠に汝 らに告 ぐ，人は努めて

善き業に従い，多 くの事をその自由意

志によりて為 し，多 くの正しき事を為

し遂げよ。そは人自らの中に自由の意

志ありて己れの事を自ら為す者なれば

なり。従って入善を為さば決 してその

報いを失わざらん。されど命令を受 く

るまでは何事をもなすことな く，疑い

の心を以て命令を受けこれを不精不精

に守る者は救われず。主は言 う，人間

を造りしはわれにあらずや。われ，わ

が命に従わざる者を罪なしとせざらん

や。主は言 う，われ約束 してこれを果

さざりしことあらんや。われ命を下す

に人 これに従わずば，われ我約束を取

消し祝福を与えず。その時，人々心の

中に言わん。 こは主の御業にあらず，

主の約束果されざればなりと。されど

か くの如き人は禍なるかな。その報い

は地の下に潜み，天よりの報いあらざ

ればなり。」（教義 と聖約５８：２６－３３）

２７４



福音と
、

ジ ェ ラ ル ド ・ Ｅ ・ジ ョ ー ン ズ

時 代 に よ って， 人 々 の動 物 に対 す る

接 し方 は様 々 で あ る。 か つ て崇 拝 され

た 動 物 が現 在 は虐 待 さ れ て い る。 と こ

ろで私 た ちの天 父 は この こ とに つ い て

どの よ うに考 え て お られ る ので あ ろ う

か 。古 代 ，現 代 の予 言 者 た ち は， これ

に関 して 多 くの こ とを語 っ て い る。

動 物 が地 上 に お か れ た 時 ， 天 父 は

「良 し」 と言 わ れ た
。 （創 世 １ ：２５参

照 ） 創世 の 時 か ら， 人 間 に は動 物 た ち

を 治 め る主 権 が与 え られ た。 （創 世 １

：２６参照 ） この神 よ りの委 託 が いか に

重 大 で あ るか は， ジ ョセ フ ・ス ミス の

霊 感 訳 聖 書 の創 世 記 に明 確 に記 され て

い る。

「すべ て生 きて 動 く もの は あ なた か

た の食 物 とな る。 さ き に青 草 を あな た

が た に与 えた よ う に， わ た しは す べ て

の もの を あ な たが た に与 え た … また ，

あ な たが た の い の ちを 保 つ た め に 肉 を

食 べ る と きの ほか は， 血 を流 して は な

らな い。 わ た しはい か な る獣 の血 に対

して で も， あ なた が た にそ の 血 の価 を

要 求 す る 。」 （霊 感 訳 創 世 ９ ：９， １１）

動 物 を 親 切 に取 り扱 わ ね ば な らな い

こと は， モ ー セの 律 法 の 中 に も見 られ

る。 主 は イ ス ラエ ル の 民 に ， 牛 を優 し

く扱 い， 刈 り入 れ た 穀 物 の上 を歩 かせ

て 脱 穀 を す る と き に口輪 を か け な い よ

うに と言 わ れ た 。 （申 命 ２５：４）

また ， 力 の 異 な る動 物 に ひ とつ の くび

きを か け る こ と も同様 に禁 じ られ た。

（申 命 ２２：１０）

主 は ， た とえ そ れ が憎 む者 の家 畜 で

２７５

あ っ て も， 荷 物 を 積 み す ぎて 困 って い

る とき は助 け る よ うに と命 じ られ た 。

（出 エ ジ プ ト２３：４， ５） 安 息 日 に は

家 畜 に も仕 事 を休 ませ な けれ ば な らな

か った。 （出 エ ジ プ ト２０：１０） 箴 言 に

は次 の よ うに あ る。 「正 しい人 はそ の

家 畜 の命 を顧 み る， 悪 しき者 は残 忍 を

もっ て， あ わ れ み とす る 。」 （箴 言 １２：

１０）

予 言 者 イザ ヤ は， 福 千 年 の統 治 にお

い て は， す べ て生 き物 へ の残 忍 さが 消

え さ る こ とを述 べ て い る。

「お お か み は小 羊 と共 にや ど り， ひ

ょ うは子 や ぎ と共 に伏 し， 子 牛 ， 若 じ

し， 肥 え た る家 畜 は共 に い て， 小 さい

わ らべ に導 か れ，

雌 牛 と熊 とは食 い物 を 共 に し， 牛 の

子 と熊 の子 と共 に伏 し， し しは 牛 の よ

うに わ らを：食 い，
たわむ

乳 の み子 は毒 蛇 の ほ らに戯 れ ， 乳離

れ の子 は手 を まむ しの 穴 に入 れ る。

彼 らはわ が 聖 な る山 の ど こに お い て

も， そ こな う こと な く， や ぶ る こ とが

な い。 水 が 海 を お お って い るよ うに，

主 を知 る知識 が 地 に 満 ち る か ら で あ

る 。」 （イ ザ ヤ１１：６－ ９）

主 は この福 千 年 間 の動 物 の状 態 に つ

いて さ らに ホ セ アに説 い て お られ る。

「そ の 日に は
， わ た しは ま た あ な た

のた め に野 の獣 ， 空 の 鳥 お よ び地 の這

う も の と契 約 を結 び， ま た 弓 と， つ る

ぎ と，戦 争 とを地 か ら断 っ て， あ な た

を 安 らか に伏 させ る。」 （ホ セ ア ２ ：

１８）．

この よ うに主 が動 物 た ち に関 心 を持

って お られ る こ とは， ル カ１２：６か ら

も明 らか で あ る。 主 は売 られ て い るす

ず め につ い て ， 「そ の一 羽 も神 のみ ま

え で 忘 れ られ て は い な い」 と述 べ て お

られ る。

末 日に下 さ れ た啓 示 で， 動 物 た ち に

関係 す る最 初 の言 葉 は， 「教 義 と聖 約」

の 中 に見 られ る， １８３１年 ３月 ｝こ予 言 者

ジョセブ ・スミスに与えられた啓示に

よって，菜食主義は人 に下 された教え

として要求されていないこと， しかし

依然として，人は動物の血を流すこと

に責任のあることが明らかにされた。

「また，何人たりとも人は肉を食 う

べきにあらずとしてこれを人に禁ず る

者は，神より聖職の按手任命を受けし

者にあらず。

見よ，野の獣空の鳥および地より生

え出ずるところのものは，人が食い且

つ着んがために，またこれを豊に持つ

様に神の定むるところなればなり。

またいたずらに血を流す者，すなわ

ち肉を無意味に費す者 は禍なるかな。」

（教義と聖約４９：１８，１９，２１）

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は聖 書 を改

訳 して い た と き，黙 示 録 ４章 ６節 に述

べ られ て い る 「４つ の生 物 」 に関 して

明 確 に理 解 した い と思 った。 教 義 と聖

約 第 ７７章 には ， これ に 関す る主 か らの

答 え が記 され て い る。 「神 の パ ラダ イ

スな る天 」 に は， 獣 と， 這 う もの と，

空 の 鳥 と， そ の他 神 が創 造 され たす べ

て の生 き物 が住 む こ とが 啓 示 され た 。

（第 ２節 ）

復 活 に お け る動 物 た ち の状 態 は，第
馳
４節 に記 され た こ と以 外 知 られ て い な

い。 しか し， 復 活 した 動 物 た ち は 「知

識 に充 ち満 ち」 て お り， 「動 き働 く」

能 力 を持 っ て い る と信 じ られ る。．

１８３４年 夏 ， シオ ンの 陣 営 にお い て ，

動 物 の生 命 につ い て実 際 に考 え る出来

事 が起 き た。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は この こ とを次 の よ うに記 して い る。

「テ ン トを設 営 して いた と き
，私 た

ち は ３匹 のが らが ら蛇 を 見 つ け た 。 兄

弟 た ちが そ れ を 殺 そ う と して い た の

で， 私 は声 をか け た。 『放 って お きな

さい。 危 害 を加 え て は い け ませ ん 。 も

し神 の し もべ が悪 意 を 持 って 蛇 に戦 い

を い どむ な らば， 蛇 はそ の 毒 を捨 て よ





うとするで しょうか。私たちは，動物

になんの害 も加えてはなりません。私

たちが邪悪な考えを捨てて，動物たち

を殺すのを止めたとき，ライオンと小

羊はいっしょに住み，乳飲み子はなん

の害 も受けることなく蛇 と遊べるので

す。そこで，兄弟たちは蛇を慎重に棒

の先にのせ，小川を越えて向 こう岸へ

持 って行った。そこで私は，旅行中飢

えのため必要に迫 られない限 り，蛇や

小鳥やその他の動物を殺 さないように

兄弟たちにすすめた。」 （「教会歴史記

録」第 ２巻（（英文））Ｐ．７１，７２）

この予言者の教えを兄弟たちが実行

したことが １ヵ月 ほど後に起 こった ２

度の出来事からわかる。 「ハィラム ・

ス トラットンと彼の友人が，けさ毛布

をたたんでいた とき， ２匹のが らが ら

蛇が毛布の下で静かに休んでいるのを

見づけた。そこで彼 らは注意深 くキャ

ンプの外に蛇を運び出 した。」

「ブ リガム ・ヤング隊長のテントで

兄弟たちが寝仕度をしていたとき，ひ

とりの兄弟が，まさに身構えているが

らが ら蛇を見つけ，殺そうとした。そ

の と き， ヤ ング 隊 長 は 蛇 を 傷 つ け る こ

とな くテ ン トの 外 へ 運 び 出 す よ うに命

じた。 す る と カ ーペ ン タ ー兄 弟 は両 手

で 蛇 をつ か み ， 安 全 な 所 まで 運 ん で ，

蛇 に 戻 っ て こ な い よ う に と言 い含 め て

か ら， 自 由 に して や っ た 。」 （「教 会 歴

史 記 録 」 第 ２巻 （（英 文 ））， Ｐ．１０１， １０２）
ｒ

黙 示 録 に記 され た ヨハ ネ の見 た示 現

や， 死 後 の動 物 た ち の行 き先 につ い て

２７７

予 言 者 ジ ョセ ブ は さ らに説 明 を 加 え て

い る。 そ の説 明 か らわ か る よ う に， ヨ

ハ ネ は お そ ら く天 に お け る数 多 くの生

き物 を見 た に違 い な い。 しか も これ ら

は 「私 た ち の老 え も及 ぼ な い 珍 しい動

物 」 で あ り， す べ て の動 物 が 「天 で 見

られ た に違 い な い 。」 そ して ， 彼 は ま

た この よ うに も述 べ て い る。 「神 は御

自身 が 創造 さ れ た もの を， それ が 獣 で

あ ろ う と， 鳥 や魚 で あ ろ う と， 入 で あ

ろ う と， す べ て の もの を救 う こ とに よ

って 栄 光 を 御 自身 に 帰 され る とい う こ

とを ヨハ ネは 学 ん だ の で あ る。」 （「教

会 歴 史 記録 」第 ５巻 （（英 文 ））Ｐ．３４３）

彼 は動 物 の 復 活 につ い て さ らに教 え

て い る。「『私 は動 物 の救 い を 信 じ る こ

とが で きな い 』 と， 言 って い る人 が い

る。 この よ うな こ とは あ り得 な い と あ

な たが た に言 う人 は， だ れ で も， 啓 示

は真 実 で な い と告 げて い る ので あ る。

ヨハ ネ は神 を ほ め たた え る その 生 き物

の言 葉 を 聞 き， そ の言 葉 を理 解 した 。

これ らの生 き物 を創 造 した神 は， 語 ら

れ る言 葉 を す べ て理 解 す る こ とが お で

き に な る。 ４つ の生 き物 は創 造 の 目的

を満 た した 最 も高 貴 な 動物 で あ り， 完

全 無 欠 な た め に他 の世 界 か ら救 わ れ て

いた 動物 で あ る。 彼 らは そ の天 に お い

て天 使 の よ うで あ った。 彼 らが ど こか

らや って きた の か は告 げ られ て お らず

私 は知 らな い 。 しか し， ヨハ ネは これ

らの 生 き物 を 見 て， 彼 らが神 に ほ ま れ

と栄 光 を 帰 す る声 を 聞 い た の で あ る。一

（「教 会歴 史記 録 」第 ５巻（（英 文））Ｐ．３４３，

３４４）

ブ リガ ム ・ヤ ング もま た ，動 物 に 関

心 を 持 って い た 。 例 え ば ， ソル トレー

クの 旧 タ バ ナ クル に お いて 次 の よ う に

説 教 した。 「人 々 を聖 く しよ う。 そ う

す れ ば， そ の足 下 の地 も聖 くな るで あ

ろ う。 人 々 を聖 くし， 神 の 「み た ま』

に満 た され るよ うに しよ う。 そ うす れ

ば， す べ て の動 物 と地 の這 う もの に平

和 が 訪 れ るで あ ろ う… … 清 さが増 せ ば

争 い は少 な くな り， 動 物 へ の 愛 が 増 せ

ば， それ だ け， 平和 も増 す で あ ろ う。

そ うす れ ば， 獣 の ど う猛 な 性 質 は 消 え

去 って しま うで あ ろ う ｄ （「説 教 集 」

第 １巻 （（英 文 ））Ｐ．２０３）

ヤ ング大 管 長 は ま た， 末 日聖 徒 は主

か ら託 され た この地 上 の も のを 正 し く

取 り扱 え るよ うに な る まで ， 「日の 栄

の王 国 を決 して受 け継 ぐこ と はで きな

い」 と警 告 して い る。 と りわ け家 畜 に

関 して，，「あ な た が た の牛 馬 の世 話 を

よ くす るよ うに」 と述 べ て い る。 これ

を怠 る者 は 「裁 き主 の前 に立 って 責 め

を負 う」 で あ ろ う。㌧（「説 教 集 」 第 １１巻

（（英 文 ））Ｐ．１４１）

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 の副 管 長 で

あ っ た ジ ョー ジ ・Ｑ ・キ ャ ノ ンは動 物

を 優 し く取 り扱 う こ とに つ い て， い か

な る末 日聖 徒 よ り も多 くの記 事 を書 い

て い る。 ジ ュ ブ ニ ール ・イ ンス トラ ク

タ ー誌 の編 集 長 と して ， 動 物 に親 切 に

す る よ う呼 び か け る社 説 を １８６８年 に書

き始 め た。 １８９７年 ， 彼 は 日曜 学 校 が 後

援 す る 「愛 護 の 日」 を 設 け る こ とを 発

表 した。 ２月 中 を この 「愛 護 の 日」 と

し， そ の後 ， この プ ログ ラ ムは教 会 で

２０年 間 も続 い た。

「ロレンゾ 。スノー大管長はバプテス

マを受けて間もな く，狩 りに対する考

え方が変わったことを次のように日記

に書いている。 「獲物を追って静かに

歩いていた時，私 は自分の心がとがめ

られるのを強 く感 じた。狩りの楽 しみ

とは無害で罪のない動物を追いかけま

わして，痛めつけ殺すことである。そ

の動物たちは私 と同じように生きる権

利と楽 しむ権利を持っているに違いな

いのである。私はそれが正当な根拠を

持たない単なる道楽にすぎないことを

悟 った。心にとがめを感 じなが ら，私

は鉄砲を肩にかけて，家に帰った。そ



の時 以 来 今 日に至 るま で， 私 は そ の よ

うな 残 虐 な楽 しみ を再 び持 ちた い と も

思 わ なか った 。」

ジ ョー ジ ・Ｑ ・キ ャ ノ ンの後 任 と し

て ， ジ ュ ブ ニ ール ・イ ンス トラ ク タ ー

誌 の編 集 長 とな った ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス

ミス大管長は， 「愛護の日」の浸透に

さらに力を尽 くした。１９１２年 ２月，彼

は 「動物を愛する」 と題 して２ページ

にわたる社説を載せた。

「すべての動物に対する愛， とりわ

け家畜に対する愛情は， もちろん人が

発達 させなければならない美徳である

が，人間に課せ られた絶対的な義務で

もある………いかなる動物であろうと

も虐待す ることは許されない

次の詩にみられるキリス トのような心

を人類が受け入れ，それに従って生活

する時代は，なん とすば らしいことで

あろうか。 「あなたが与えることので

きない生命を取り去ってはな らない。

すべてのものには乳、同等の生きる権利

がある。」 、

１９１８年 ４月号のジュブニール ・イン

ス トラクター誌の社説はこのことが非

常に重要であることを強調 し，それは

また１９２７年の ４月号でも繰 り返 し強調

された。

「野の獣や空の鳥に慈悲深 くあると

は， どういうことだろうか。それは私

たちの手に託された動物の生命につい

て考えるだけでは足りない。神の創造

物へ心か ら感謝の気持を持たなければ

な らない。そこから神の愛を知 るので

ある。神はすべての生き物を神の子供

たちが用いるものとして創造された。

私たちは，はたして創造主の立場に立

って，これ らの生き物を優 しく取 り扱

っているだろうか。

神の目的を理解 し，創造を続けるに

必要な動物界の均衡を保 とうとする時

感謝の気持は増すに違いない。一方，

人に課せられた聖なる義務を顧みない

気ま ぐれな人間は，生命を意に介さな

かった。そ して地球を訪れる不幸も考

えず，冷淡に動物を殺 してきた。小鳥

が無意味に殺されると，その結果ペス

トが流行 し，世界の人々が病苦に悩ん

だ。創造主の摂理によって，動物たち

はお互いにえじきになるようにつくら

れている。動物は人類の利益のために

安全な均衡を保っているのである。

……不必要な殺 りくを くり返すと，

明らかに霊的損失をきたす。人は創造

主を礼拝できな くなり，神の創造物に

必要以上に無 とん着になる。一方，す

べての生命を愛すればよりすばらしい

人生を過ごせるのである。その愛は，

神の恵みを必要としている人々の霊性

を著 しく高める。

気まぐれな殺 りくは人類に悪影響を

及ぼす。償いの律法というものがあっ

て，生き物を傷つけたり殺 したりする

と，この報いが罪を犯 した者の上にや

って くるのである。主から託された家

畜の生命を気にかけない者は，虐待 し

たがために， しばしばこの物言わぬ動

物からお返 しを受ける。どのような創

造物であろうとも，愛は愛を生む。ま

た自然は人の優 しい扱いに対 して，惜

しみな く応えるものである。

……自然は，私たちが神を知 り，理

解を深めるのに役立つ。主の創造物す

べてに対 して，私たちは世話をし，ま

た心からの敬意を払 う義務を負ってい

る。人は，直接的であれ間接的であれ

人 に仕 え る動 物 に対 して 優 し くあ るべ

き で あ る。 の の し りの言 葉 や む ご い仕

打 ち は， そ の よ うに振 る舞 う人 を 傷 つ

け て しま う。 自然 の愛 と神 の 愛 は よ く

似 て お り， 両 者 は分 か つ こ とが で きな

い 。」

デ ビ ッ ド ・０ ・マ ッケ イ 大 管長 は，

動 物 に優 し くす るよ うに と，総 大 会 で

しば しば語 って い る。 １９５１年 １０月 ，彼

は この よ う に述 べ て い る。 「真 の末 日

聖 徒 は， 動 物 ， そ の他 す べ て の 創造 物

に対 して親 切 で あ る。 な ぜ な ら， 神 が

す べ て を 創 造 され た か らで あ る。」

第 １０代 大 管長 ジ ョセ フ ・フ ィー ル デ

ィン グ ・ス ミス も， 動 物 の保 護 に 関 し

て 述 べ て い る。 １９２８年 ， 使徒 の とき に

教 会 の総 大 会 で次 の よ うに述 べ た。

「そ こで私 た ち は
， 主 が救 お う と老 え

て お られ るの は， 天 と：地 だ け で は な く

ま た地 球上 に住 む人 間 だ けで もな くて

神 に よ って創 造 され たす べ て の もので

あ る こ とが わか る。 獣 も， 海 に住 む 魚

も， 空 を飛 ぶ 鳥 も， 人 間 と同 じよ うに

復 活 を通 して更 新 され る。 なぜ な ら，

そ れ ら も生 け る霊 の結 合 体 だ か らで あ

る 。」（「大 会 報 告 」１９２８年 １０月 （（英 文 ））Ｐ．

１００）

予 言 者 た ち は一 致 して ， 動 物 界 に対

す る人 間 の義 務 を思 い起 こす よ う に と

説 いて い る。 主 は ノ ア に言 わ れ た 。

「… …わ た しは いか な る獣 の 血 に対 し

て で も， あ なた が た にそ の血 の 価 を 要

求 す る 。」 （霊 感 訳 創 世 ９ ：１１） この

地 球 と地 上 の す べ て の 創 造 物 の 世話 を

す る こ と は， 人 が 神 か ら託 され た責 任

で あ る。

ジ ョＦ ソ ズ博：士 は， 現 在 カ リフ ォ ル ニ ア 州

パ ー ク レイ大 学 の イ ソ ス テ ィチ ュ ー ト指 導 主

事 で あ る。 な お ， これ まで セ ミナ リー で１５年

間 教 鞭 を 執 って きた 。 同博 士 は ， 現 在 カ リフ

ォル ニ ァ州 ウ ォル ナ ッ ト ・ク リー ク ・ス テ ー

キ 部 プ レザ ソ トヒル 。ワ ー ド部 の 日曜 学 校 教

師 で もあ る。

２７８
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なん とす ば ら しい

人生 の 目的 ！

シ シ リー ・シ ム

シ ンガ ポー ル

私 は カ トリ ッ クの学 校 に学 び ， カ ト

リ ッ クに改 宗 しま した。 そ う して 聖 書

を読 み始 め ま した。 好 き にな った 言 葉

は， 「まず 神 の 国 と神 の 義 とを 求 め な

さ い。 そ うす れ ば ， これ らの もの は，

す べ て 添 えて 与 え られ るで あ ろ う」 で

した。 （マ タイ ６ ：３３）

私 は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の人 と知 り あ う よ う にな って か ら モル

モ ン経 を 読 み す ば ら しい 指針 を 与 え て

くれ るひ とつ の 聖 句 に出 合 い ま した 。

カ トリ ックで 習 った こ とか らは ，私 の

知 って い る限 り にお い て ， 人生 は重 荷

に な る ほ ど にひ た す ら厳 粛 な もの で し

た 。 私 は 「人 類 が現 世 に在 るの は幸 福

を 得 ん た め で あ る」 とい う言 葉 を読 ん

だ 時 の こ とを 覚 え て い ま す 。 （皿ニ ー

フ ァイ ２ ：２５）

この 簡 単 な 言葉 は 日の光 の よ うに私

の 心 に 射 し込 み ま した 。何 とす ば ら し

い 人 生 の 目的 で し ょ う。

そ の 日か ら， この聖 句 は私 の生 活 の

軸 とな りま した。 今 ， 私 は毎 日を来 る

が ま ま に生 活 しよ う と努 め て い ます 。

天 父 を信 頼 して， 入 生 は良 い もので ，

悲 しみ が や っ て き て も私 の力 よ り も大

き くは な い こ と と， 天 父 は も う一 度 入

生 の喜 び や しあ わせ を 見 つ け られ る よ

うに助 け て下 さ る こ とを 知 りな が ら。

べ な さ
‘、

毎 日の聖典勉強が

私に もた らす もの

ラフ ァエ ル ・ア ル ベル ト ・ガ リイデ ス

ブ エ ノ ス ア イ レス ・ス テー キ 部

以前に，救い主の「「人はパンだけで

生きるものではなく，神の口か ら出る

一つ一つの言葉で生きるものである』

と書いてある」という言葉を読んだ時

のことを思い出 します。 （マタイ ４：

４）この言葉は私の心と霊に深 くしみ

通 りました。乾いていた私の魂はこの

言葉をむさぼるように受け入れたかに

見え私 は心と精神と霊の力のすべてを

もって自分を神の言葉で養いたいと願

いました。

私は毎晩教会の標準聖典を読 もうと

決めま した。聖典の内容に喜びを覚え

まもな くその喜びは知恵 と知識をさら

に得たいという強い望みに変わりやが

てそれは霊的に完成されたいという熱

烈な願いに変わっていきました。聖典

の言葉はやがて天か らの露のように私

の上に注ぎ始めました。私は福音のう

るわしい真理を理解 し始めたのです。

人には言えません。 しか し私はたし

かに自分が少 しずつ変わってきたとわ

かるのです。神についてもっと知り，

すばらしい平安を受け，聖霊のささや

きを聞 くことに，大きな幸せを見いだ

すようになりました。そ して学べぱ学

ぶほど祈るようになり・「ま」ぴたｉ。まも，な

く私は神との絆を心に感 じ姶 め ま し

た。支えを感 じ，守護を感 じ，慈悲を

感 じ，神の忍耐を感 じました。私はそ

のような驚嘆すべき祝福の価値を以前

は知りませんでしたが，私の魂は動か

されま した。・それはまるで主が生命の

木の甘い実を前 もって味わわせたもう

かのように。

疑いな く，聖典を読むことによって

私の生活は変わりました。祈 りと共に

最もすばらしい日課が，私の生活に加

わったのです。



メシヤを見いだ した

ユダヤ人弁護士

アイ ザ ッ ク ・ス ワー ツ ブル グ

南 ア フ リカ プ レ トリア

私は弁護士で，南アフリカの トラン

スバールで生粋のユダヤ人を両親とし

て生まれ，まった くのユダヤ的な環境

で育った。１９５０年にユダヤ人女性と結

婚したが，私の生活には何かが欠けて

いた。神が存在すると知っていても，

私は神を本当に知ってはいなかった。

いつもユダヤ教の教会へでかけて，ユ

ダヤ古来の家庭を守ろうとつとめたが

ついにその習慣を捨ててしまった。不

幸なことに私の結婚は離婚に終わった

のである。

そ してある日，不思議にも私は現在

の妻であるエ ドウィナに会った。初め

か ら彼女がモルモンであると知 ってい

たが，そのことはほとんど気にしなか

った。時がたつにつれて，私は彼女を

自分の命よりも愛するようになってい

た。

しかし私に何ができるだろうか。私

が異邦人 とデー トしているということ

で家族の中に生 じた問題を，あなたは

理解できるに違いない。それで私は半

年間モルモンの宗教を研究 し，そのあ

とエ ドウィナが半年間ユダヤ教を研究

すれば問題は皆解決できると考えた。

ふたりでユダヤ教徒になるはずであっ

た。私はエ ドウィナが こう言った時の

ほほえみをいつまで も忘れないだろう

「研究 しましょう。そうすればわかる

わ。」

それからの数 ヵ月 というもの，私 は

多 くの時間を費やし，ひとりになって

読書をし，考え抜いた。

ついにある真夜中の２時頃，私は聖

書に向かった。ひとつの考えが心に浮

かんだ。私は詩篇２３篇をよく知ってい

たが，２２篇は読んだことがなかった。

そこで読み始めると，突然心に光が射

翅
ノ

して き た。 ダ ビデ は そ の 出来 事 の何 年
把メ

も前 に、 十 字 架 の処 刑 の あ りさ ま を壮

大 に描 い て い る。

か き裂 き， ほ え た け る し しの よ う

に， わ た しに む か って 口 を開 く。 わ

た し は水 の よ うに注 ぎ 出 さ れ， わ た

しの 骨 は こ と ご と くはず れ ， わ た し

の 心臓 は，ろ うの よ うに，胸 の うちで

溶 け た 。 わ た しの 力 は 陶器 の破 片 の

よ う にか わ き， わ た しの舌 は あ ごに

つ く。 あ な た は わ た しを死 の ち りに

伏 させ られ る。 ま こ と に， 犬 は わ た

しを め ぐり， 悪 を 行 う者 の 群 れ が わ

た しを囲 ん で ， わ た しの 手 と足 を刺

し貫 いた 。 わ た しは 自分 の 骨 を こ と

ご と く数 え る こ とが で き る。彼 らは

目を とめ て ， わ た しを 見 る。彼 らは

互 い にわ た しの衣 服 を 分 け ， わ た し

の着 物 を く じ引 きにす る。 しか し，

主 よ ，遠 く離 れ な い で くだ さい。 わ

が 力 よ，速 く来 て わ た しを お助 け く

だ さ い 。（詩 篇 ２２：１３－ １９）

これ を読 ん だ 時， 私 は 自分 が実 在 す

る よ う にた しか に， イ エ ス が メ シ ヤで

あ る と知 った 。 そ れ が私 に何 を もた ら

したか ， 想 像 で き るだ ろ うか 。 あ との

３ヵ月 間 に， 私 は 自分 の 考 え が す べ て

誤 っ て い た こ とを発 見 した 。

私 の全 人 生 が 変 わ り， ひ とつ の結 論

・鑑 ・

に達 した。 私 は間 違 って いた と。 メ シ

ヤ がす で に降 臨 して い た と知 った 私 は

メ シヤ の教 会 を捜 し始 め た。 私 は モル

モ ン経 を熱 心 に読 ん だ ｏ 実 に， モル モ

ン経 は 「ユ ダ ヤ人 と異 邦 人 とにイ エス

は永 遠 の神 な る キ リス トに ま します …

こ とを確 信 させ る た め」 に書 か れ た の

で あ る。

私 は読 み な が ら祈 っ た。 聖 霊 が 私 に

福 音 の真 実 な こ とを示 した も うた。 私

はエ ドウ ィナ の と ころ へ行 き， バ プ テ

ス マ を 受 け た い と告 げ た。 そ の あ と私

た ち は結 婚 した 。４１歳 の現 在 ， 私 は ト

ラ ンス バ ール ス テ ーキ部 の高 等 評 議 員

と して 働 い て い る。 私 は これ ま で の全

生 涯 に，今 持 って い るよ うな 目的 と満

足 感 を 決 して見 い だ す こ とが で き なか

った 。

２８０
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ロ バ ー ト ・ Ｊ ・マ シ ，ユ ー ズ

断食証会の最中におなかがグーグー

鳴り始める時，あなたは断食を喜びと

は思わないかもしれない。 しか し聖典

は断食とは喜びであると記 している。

「誠にこれは断食 と祈 りにして，言を

換えて言えば悦びと祈 りなり。」（教義

と聖約５９：１４）喜びは幸福な時に覚え

る感情であり，幸福は人間の存在理由

である。 （皿ニーファイ２ ：２５）そう

であるとすれば，断食は私たちを，創

造の目的である喜びの状態に帰 らせる

行為である。

断食日曜日やその他の断食の時に喜

ぶことができるかどうかは，いろいろ

なことにかかっている。そのひとつは

断食の目的が何であるかということで

ある。

なぜ断食をするのか

聖 典 には 断 食 の理 由 が た く さん載 っ

て い る。 弟 子 た ちが苦 しんで い る人 か

ら悪 霊 を 追 い 出 せ な か っ た時 ， イ エ ス

は彼 らに， 「祈 り と断食 」 に よ らな け

れ ば 得 られ な い霊 の 力 が あ る こ とを説

明 され た 。 （マ タイ １７：１４－ ２１）

モ ーサ ヤの息 子 た ちは１ レー マ ン人

に伝 道 して い た 時， 「非 常 に熱 心 に祈

り と断 食 とを した か ら 『予 言 者 のみ た

ま』．と 『啓 示 の み た ま』 とを受 け， そ

の教 え を宣 べ る とき に・は神 に授 か っ た



権能 と威 勢 と によ って教 え た 。」 （アル

マ１７：３）改 宗 の 時 に福 音 の真 理 に つ

いて 基 礎 的 な 証 を得 て い た アル マ は の

ち に福 音 の教 え の あ る点 に つ い て知 る

ため に長 い間 断 食 を して祈 って い る。

彼 は 「聖 い 『み た ま』」 に よ っ て 証 を

受 け， 「啓 示 の 『み た ま」」 を与 え られ

た。 （ナル マ ５ ：４４－ ４７）

断 食 は克 己 を養 い ，鍛 練 とな る。

（それ は） 「断 食 して わ が 身 を苦 しめ

た」 （詩 篇 ３５：１３），「断 食 を も って わ

た しの魂 を悩 ませ …」 （詩 篇 ６９：１０）

と書 かれ て あ る通 りで あ る。

予 言 者 ア マ レカ ・イは， 民 に 「断 食 と

祈 り とを常 に怠 らず ， 終 りまで 堪 え 忍

べ 。 そ うす れ ば， あ な た た ち の救 わ れ

る こ とは 主 が生 き て い ます よ うに確 で

あ る」 と言 って ， 断食 を救 い に結 び つ

けて い る。 （オ ムナ イ２６）

しか し一 番 大 切 な 断 食 の理 由 は， 主

が それ を 末 日の 啓 示 で 命 じ られ た こ と

で あ る。 「わ れ また 汝 らに 一 つ の誠 命

を与 う。 す なわ ち， 汝 ら今 よ り後祈 り

と断食 とを続 けて 行 うべ し。」 （教 義 と

聖 約 ８８：７６）

いつ断食をするのか

断食 は しば しば礼 拝 と関 連 させ て 考

え られ て い る。 （モ ロナ イ ６ ：５， 皿

ニ ーフ ァイ２７：１， 】Ｖニ ー フ ァイ １２）

ま た現 在 多 くの人 が； 断 食 を守 って い

るの は そ の よ うな精 神 か らで あ る。 人

々 は ワー ド部 な り支 部 全 体 で 定 め られ

た 断食 日に断 食 を し， そ の食 事 代 の分

を 貧 しい人 の た め に献 金 す る。 毎 週 安

息 日１ξは ，食 事 を そ の 日 の精 神 か ら逸

脱 しな い よ うに簡 単 に整 え， 肉体 労 働

や 日常 の ごた ごた した仕 事 は避 け るべ

きで あ る。 （教 義 と聖 約５９：１３）

教 会 員 が 不 信者 か ら辛 い仕 打 ち を受

け る時 ， 断 食 を して 人 々 の心 が 変 わ る

よ う に祈 る こ とが で き る。 そ の最 も顕

著 な例 は， モ ーサ ヤ書 の 中 で ， 父 の ア

ル マ と祭 司 た ちが アル マ を 肉体 的 に も

霊 的 に もい や して ほ しい と主 に 「二 日

二 晩 断 食 して 祈 った 」 と記 され て い る

例 で あ る。 （モ ーサ ヤ２７：２２， ２３）

の ち に ア ル マが 教 会 の 大 祭 司 にな っ

た時 ， 主 は教 会 員 に 「まだ 神 を 知 らな

い者 の … … た め に たび た び 集 合 し， 一

し ょに断 食 して 一 心 に祈 る よ う に」 命

じ られ た。 （ア ル マ ６ ＝６）

美 しい王 妃 エ ス テ ル とそ の民 は， ペ

ル シ ヤ王 の非 道 な布 告 を撤 回 させ よ う

と三 日三 晩 断食 し， 布 告 は解 かれ た。

（エス テル ４ ：１６）

コル ネ リオは 真理 を知 りた い と思 っ

て 断 食 を し， ペ テ ロが つ か わ され て彼

に福 音 を説 い た 。 （使徒 １０：３０－ ３３）

ア ン テ オケ の 指導 者 た ちは 断食 して

宣 教 師 とな るべ き人 を召 した 。 （使徒 ・

１３： １－ ３）

人 が 死 ん だ 時 や 戦 争 の さな か に も断

食 の こ とが 述 べ られ て い る。 信 仰厚 い

ニ ー フ ァイ 人 は， 敵 に勝 利 を 収 め た 時

「大 い に断 食 と祈 り とを し
， ま こ とに

大 き な喜 び を以 て 神 を 礼 拝 した 。」 （ア

ル マ４５： １） しか し勝 利 は大 勢 の 命 の

代 償 で あ る。 断 食 は悲 しみ 嘆 く人 々の

傷 を や わ らげ， 平 安 を も た ら した よ う

で あ る。 「ニ ー フ ァイ人 が 味 方 の 死 者

を葬 っ て， そ の断 食 と喪 と祈 りと の期

節 が終 って か らは … …全 国が 平 和 にな

った ｏ」 （アル マ３０：２） ま た別 の時 に

ニ ー フ ァ・イ人 は 「暗 殺 さ れ た大 判 事 の

葬 式 を行 お う とす る とき … …哀 悼 と断

食 の た め に集 って い る。」 （ヒ ラマ ン ９

：１０）

断 食 は霊 の 力 や証 ， 克 己， そ れ に人

の 霊 の 面 か ら見 た健 康 を培 う基 礎 とな

る もの な の で ， 罪 を犯 し虎 人 が赦 しを

得 るた め に 非常 に大 事 な こ とで あ る。

息 子 の アル マは 天 使 が現 わ れ た あ と，

口を あ け られ な か った こ と もあ っ て や

む を 得 ず ３日間 断 食 を した 。彼 の魂 が

「一 切 の罪 のた め に非 常 に良 心 の とが

め を受 け， 永 遠 の責 苦 を 感 じた」 の は

この時 で あ る。 苦 しん で いた 間 に彼 は

イ エ ス ．・キ リス ト「とそ の贈 い につ いて．
‘

父 が語 った言 葉 を思 い起 こ した。 そ の

思 ．い は ふ くらん で つ い に罪 の苦 しみ に

と って 代 わ った。 「あ あ， この時 私 の

感 じた 喜 び と，私 が 見 た驚 くべ き光 と

は いか に も大 きか った。 ま こ とに， 私

２８２
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は この時 前 に感 じた苦 痛 に ひ と しい ほ

どの喜 び に満 ち た ので あ る 。」 （アル マ

３６：１０－ ２０） パ ウ ロ もあ の奇 跡 的 な改

宗 の 時 に， ３ 日間食 を と らなか った 。

（使 徒 ９ ：９）

しか し， 断 食 をす れ ば主 の み こ ころ

に反 す る こ と さえ 為 し遂 げ られ る と考

え るの は 間違 い で あ る。 ダ ビデ は病 気

の 子供 が 死 な な い よ うに断 食 を して祈

った が ， ７日の の ちに子 供 は死 ん で し

ま っ た。 （サ ムエ ル下 １２：１５－ ２３）

どのように断食をするのか

・イエ ス は 「断 食 を して い る こ とを 人

に見 せ よ う と して」 「陰 気 な顔 つ き」

を せ ず， 「断 食 をす る時 に は， 自分 の

頭 に油 を塗 り， 顔 を洗 い な さい」 と言

いひ そか に断 食 を す るよ う説 か れ た。

（マ タ！ｆ６ ：１６－ １８， 皿ニ ー フ ァイ １３

：１６－ １８参 照 ）

断 食 は喰 物 と飲 み 物 ば か りで な く，

そ の他 の 肉体 的 な喜 び を断 つ こ と も含

ま れ て い る とパ ウ ロは言 っ て い る 。（１

コ リン ト７ ：５）

断 食 の長 さに つ い て は聖 典 に規 定 さ

れ て い な い。 モ ー セ は 「四 十 日四十 夜

… パ ン も食 べ ず ， 水 も飲 ま な か っ た」

と言 わ れ て い る 。（出 エ ジ プ ト３４：２８）

・イエ ス も 「四 十 巳四 十 夜 ， 断食 を し，

そ の の ち空 腹 にな られ た 。」 （マタ イ ４

２８３

：２）その他断食の時間が記されてい

る所では，ほとんど２， ３日である。

一般的に言って，私たちは大部分の者

にとっては長い期間にわたる断食より

も定期的に２， ３食を抜 く断食の方が

よいようである。

ま と め

予 言 者 イ ザ ヤは 断食 に つ い て 的確 に

要 約 して い る。 そ れ は ，利 己心 や ひ と

りよ が りな理 由 で して い るた め 受 け 入

れ られ な い 断 食 が あ る とい う指 摘 で 始

ま っ て い る。 そ の よ う な人 は， 主 が 自

分 を 無 視 して 断 食 に答 えて くれ ない と

不 平 を言 った 。 そ こで 予 言 者 は主 に代

わ っ て そ の理 由を 説 明 した 。

「見 よ
， あ な たが た の断 食 す る の は

た だ争 い と， い さ か い の た め， ま た悪

の こぶ しを もっ て人 を打 つ た め だ。 き

よ う， あ な た が た の な す断 食 は， そ の

声 を 上 に聞 え させ る もの で は な い。 こ

の よ う な もの は ， わ た しの 選 ぶ 断食 で

あ ろ うか 。 人 が お の れ を苦 しめ る 日で

あ ろ うか 。 そ の こ うべ を 葦 の よ うに伏

せ ，コ荒 布 と灰 とを そ の 下 に敷 くこ とで

あ ろ うか。．あ な た は， これ を 断 食 と と

な え， 主 に受 け いれ られ る 日 と， とな

え るで あ ろ うか 。」（イ ザ ヤ５８：４，５）

そ して断 食 の正 しい理 由 は何 か とい

う こ と， ま た そ こか ら豊 か な恵 み が も

た らされ る こ と につ い て述 べ た。

「わ た しが 選 ぶ と こ ろの 断食 は
， 悪

の なわ を ほ ど き， くび きの ひ もを解 き

しえ たげ られ る者 を 放 ち去 らせ す べ て

の くび き を折 るな どの 事 で は な い か。

ま た飢 え た者 に， あな た の パ ンを 分 け

与 え， さす らえ る貧 しい者 を ，一あな た

の家 に入 れ， 裸 の者 を 見 て ， これ に着

せ， 自分 の骨 肉 に身 を 隠 さ ない な どの

事 で は な い か。 そ うす れ ば ， あ なた の

光 が 暁 の よ うに あ らわ れ 出 て， あな た

は ， す み や か に い や さ れ， あ な たの 義

は あな た の前 に行 き， 主 の栄 光 は あ な

た の しん が り とな る。 ま た， あ な たが

呼 ぶ と き， 主 は答 え られ， あ な たが 叫

ぶ と き， 『わ た しは こ こに お る』 と言

わ れ る。 も し， あな た の 中 か ら くび き

を 除 き， 指 を さす こ と，悪 い 事 を語 る

こ とを 除 き， 飢 え た 者 に あな た の パ ン

を施 し， 苦 しむ 者 の 願 い を 満 ち足 らせ

る な らば， あ な た の光 は暗 き に輝 き，

あ な た のや み は真 昼 の よ う にな る。 主

は常 に あ な た を導 き， 良 き物 を も って

あ な た の願 い を満 ち足 らせ ， あな た の

骨 を強 くされ る。 あ な た は潤 った 園 の

よ うに ，水 の絶 え な い， 泉 の よ う にな

る 。」 （イ ザ ヤ５８：６－ １１）

正 しい理 由 で正 しい時 に， 正 しい方

法 で 断 食 す る者 に与 え られ る これ ら数

々 の祝 福 は， 実 に喜 び の源 で あ る。
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大阪 ステー キ部

ロ ー ドシ ョ ウ
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鈴 木 晃 二
大阪ワー ド部

１９７３年 ３月 ３０日は， 私 に とって 忘 れ

る こ との で きな い 日で す。

現 在 ，私 は大 阪 ス テー キ部 Ｍ ＩＡ活

動 委 員 の ドラ マ の責 任 に 召 され て い ま

す 。 支 部 で Ｍ ＩＡ 第 二 副 会長 と して の

責 任 に召 され た こ と は あ り ま した が ，

ス テ ー キ部 で のＭ ＩＡ の責 任 は初 めて

で した 。 そ の た め， 何 を した ら良 い の

か 不 安 で い っ ぱ い で した。 まず ， Ｍ Ｉ

Ａ の ロ ー ドシ ョウを担 当 しな けれ ば な

らな い と聞 か され た 時， ど う した らよ

い のか と心 配 で した 。 しか し，私 は心

の中 で 頑 張 らな けれ ば と強 く思 い ， ロ

ー ドシ ョウ の プ ロ グ ラ ム に取 り組 み ま

した。 で もなか なか 思 うよ う に はか ど

らな い の で， あせ りば か りが 先 に立 ち

ま した。 そ う して い る うち にい つ の 間

にか 数 ヵ月 が過 ぎ て ゆ き ま した 。 今 度

の ロ ー ドシ ョウは ワー ド部 ， 支 部 ご と

に行 な うの で はな くブ ロ ッ ク制 で した

ので ， い ろい ろな 問 題 が起 こ り， ３月

３０日に開 催 され る予定 な の に昨 年 の １２

月 末 に な って も脚 本 が で きな い ブ ロ ッ

ク もあ りま した。 こう して 各 ブ ロ ック

がようや く本格的に練習を始め出 した

のが今年の １月に入ってか らで した。

各ブロックはそれぞれのワー ド部，支

部で練習に一生懸命励みました。 しか

しなが らなかなか人数 も集まりにくく

時間の分担なども難 しくてブロック内

での調整がうまく行きませんでした。

舞台装置を作ることも各ブロックとも

本当に苦労 しました。Ｍ ＩＡの時間だ

けではこれ らのことをするのに足りま

せんでしたので，平日も集まって準備

しました。若い兄弟姉妹たちの中には

夜も遅 くまでかかるので家庭か らの苦

情が出たりもしました。そしてあれ こ

れ して い る間 に ３月 １５日の リハ ー サル

の 日が 来 ま した 。

リハ ーサ ル は本 番 と同 じ豊 中市 民 会

館 の舞 台 で 行 ない ま した 。 今度 の ロー

ドシ ョウ は今 まで の ロ ー ドシ ョウ と違

い舞 台 も大 変 広 い所 な ので ，練 習 も さ

らに増 や して場 所 負 け しな い よ う に頑

張 りま した が， リハ ー サル の 日 は， な

か な か思 う通 りに で き ませ んで した 。

各 プ ロ ッの 兄 弟姉 妹 た ちは， 当 日の ロ

ー ドシ ョウの 時 に は も っ と もっ と素 晴

ら しい も の に しよ う とお互 い に励 ま し

合 い， ３月 ３０日を 目の 前 に して練 習 に

励 み ま した。

い よ い よ，そ の 日が や って き ま した 。

私 は この 日を待 って い ま した 。 当 日は

会員 以外 の人 もた くさ ん会 場 に集 ま り

ま した。 ４つ の ブ ロ ック の ロ ー ドシ ョ

ウ 「風船 」 は リハ ー サ ル と は見 違 え る

程 に素 晴 らしい もの に な り， 幕 合 い の

寸 劇 も本 当 に楽 しい もの で した。 この

ロ ー ドシ ョウは 兄 弟 姉 妹 ひ と りび と り

に， 多 きな 喜 び と強 い 証 を抱 かせ ま し

た。 ロ ー ドシ ョウが 終 わ り， 会 館 出 口

２８５



でひとりずつ握手で見送った後，本当

に嬉 しさがこみ上げて来て目頭が熱 く

なるのを覚えました。その時に教会員

ではない人がこう言 ってお られ ま し

た。 「モルモン教会とは本当に素晴 ら

しい教会ですね。こんな機会があった

ら是非，また呼んで下さいね。きっと

来ますか ら」と。

私は神様が，私たちが日々強 くなる

ように多 くのすば らしいプログラムを

）））））））））））））

東京 ステー キ部

与 えて 下 さ る こ とを 強 く心 に感 じま し

た。 そ して み ん な で 力 を 合 わ せ るな ら

ば決 して 何 事 もで きな い こ とは な い と

思 い ま した。 この ロ ー ドシ ョゥの プ ロ

グ ラ ムに 多 くの兄 弟 姉 妹 た ちが 一 致 協

力 して下 さい ま した こ とを 心 か ら感 謝

して い ま す。 私 は今 ， ロー ドＦ ヨウを

終 え て次 の聖 句 を心 か らか み レめて い

ま す 。 「み な語 る こ とを一 つ に し， お

互 の間 に分争 が な い よ うに し，．同 じ心

大 運働 会

同 じ思 い に な って ，堅 く結 び 合 って い

て ほ しい 。」 （１コ リン ト １ ：１０）

私 は末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

が神 様 の唯 一 の教 会 で あ る ことを 心 か

ら証 します 。 ま た， 兄 弟 姉 妹 と そ の ご

家族 の上 に神 様 の大 い な る祝 福 と恵 み

が あ り．ま す よ うに， 心 か らお祈 り しま

す 。 イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り，

ア ー メ ン。

章
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「よ く聞 い て お くが よ い。 も しあ な た

が た が 信 じて 疑 わ な い な らば， この い

ち じ くに あ った よ うな こ とが ， で き る

ばか りで な く， こ の山 にむ か って》 動

き出 して海 の中 に は いれ と言 って も，

そ の とお りに な るで あ ろ う。 ま た ，祈

の と き， 信 じて求 め る も の は， み な 与

え られ るで あ ろ う。」 （マ タ イ２１；２１，

２２） 新 聞 の天 気 予 報 に よ る と ５月 ５日

の 天 気 は 曇 の ち雨 ， しか しそ こに奇 跡

が 起 こ った 。 そ れ は 多 くの信 仰 深 い兄

弟 姉 妹 た ちの熱 心 な 祈 り の 結 果 で あ

る。 この 運 動 会 の た め に多 くの兄 弟 姉

妹 た ちが 一 生 懸 命準 備 を して い た こ と

を神 様 は御 存 知 で ， この よ うに す ば ら

しい天 気 を恵 ん で 下 さ った の で あ る。

参 加者 も予 定 通 りの ６００名近 く。本 当

に競 技 場 の 回 りを 囲 む 緑 に負 け ぬ程 に

若 さを発 散 させ た 人 々 の集 りは す が す

が しい感 じがす る。 神 権 者 た ち によ る

騎 馬 戦， 整 然 と行 進 して 行 くこの青 年

た ちは ，私 に ２，０００年 余 り も前 に ヒ ラ

マ ンに 率 い られ た ２，０００人 の若 い 強 者

た ちを 思 わ せ た。 「か れ らはみ な青 年

であって筋骨た くましく活発な勇士で

あったばかりでなく，いつ いかなる時

でも委ねられたことを忠実に行った。

かれらはみな神の命令に服従すること

と，神の前に正しく真すぐに暮す こと

とを教えられ，真実な心を持つ真面目

な青年であった。」 真に彼 らの顔は真

理を知った喜びで輝いていた。技を競

うと言 うよりぶつかり合うことにより

兄弟愛を確め合っているような，顔，

顔。私は本当にこの真理を求めてやま

ない兄弟たちを誇 りに思った。

競技場の選択の際も主の力があらわ

））））））））））））Ｗ

ミ

ミ 難 蠕
アロン神権Ｍ ＩＡ第二副会長

れた。デロン神権Ｍ ＩＡ会長の重松征

史兄弟は 「これは神様の祝福だ，奇跡

だ」と喜んでおられた。休 駒の競技場

使用を希望する団体 は本 当に多 くあ

る。東京都で公平にするために各団体

の代表者たちを集めてクジで当選者を

決める。私たちも２， ３の場所に代表

を送った。競争率の高い中で，芝公園

とこの砧公園の使用権を獲得 したので

ある。これが祝福で な くて何で あろ

う。神様は本当に不思議なことをなさ

れる。

“購

欝
幽
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お しらせ

地 区総 大会 が， 本 年 ８月 ２４日か ら２６日 に西 ドイ ツの ミ ュ ン

ヘ ンで 開催 さ れ る こと に な って いま す 。 リー 大 管長 を は じめ

教 会幹 部 が これ に 出席 し， また 地 区 内 の 神 権指 導 者 も出席 す

る予 定 で す。

この 大 会 は 多 くの異 な っ た国 語 を 話 す 人 々 が 集 ま る とい う

珍 しい大 会 です 。 英 国 マ ン チ ェ ス タ ー大 会 （１９７１） や メ キ シ

コ シチ ー 大会 （１９７２） で は それ ぞ れ 英 語 ， ス ペ イ ン語 で行 な

わ れ て き ま した。 しか し ミュ ンヘ ン大 会 で は ， ドイ ツ語 を話

す聖 徒 に 加 え て， フ ラン ス語 ， イ タ リア語 ， ス ペ イ ン語 ， オ

ラ ン ダ語 を話 す聖 徒 が 参 加 しま す 。

そ こで聖 徒 の道 の ス タ ソフ も ミュ ンヘ ンを訪 れ， 写 真 を取

り・インタ ビ ュー をす る予 定 で す の で ， 大 会 の模 様 を完 全 に報

告 で き る と思 い ます 。

ミ ュ ンヘ ン大 会 特 集 号 の 他 に， 聖典 特集 号 ， 宣 教 師 活動 特

集号 ， ま た 「世 界 に広 が る教 会 」 に関 す る特 集 号 を計 画 して

い ま す。 お見 逃 しな く。

聖典 を調べ よ う
日 曜 日

１ ヤ コ フ １ ５， ６

２． １ 、ニー フ ァ イ １５ ７－ １１

３ モ ロ ナ イ １０ ４， ５

４ 皿 ニ ー フ ァ イ ２０ １

５ ヒ ラ マ ン１０ ４， ５

６ ヒ ラ マ ン ３ 。３５

７ ア ル マ １３ ２７ ２９

８ 皿ニー フ ァイ１８ １４， １５

月 曜 日

ア ル マ３４ １７， １８

火 曜 日

ヤ コブ ５ １４， １５

水 曜 日

モ ー サ ヤ２４ ８－ ２５

木 曜 日

アル マ３７ ３６，３７

金 曜 日

教義 と聖 約８８ ６３－６５

土 曜 日

教義 と聖 約 ９ ７－ ９

私 たちは信仰 が深 くて大 そ う熱心 に

す ると兄弟 たちは 「見 よ，われ らの

父 は 「かん らん」の木 の

また この記録 を受 ける時

イエスは群衆 と弟子た ちに

「ニー ファイよ，汝 はその為 した る

ことのために

しか し謙遜 な人 たちはたびたひ断食

して祈 り，

さて，私 の兄弟 たちよ，私が心の底

か らこいねがい，

汝 らは，わが命 したることを

それであるか ら私 の兄弟 らよ，

それか ら，樹木園の主は

さて ア ミュロンは次第 にアルマとそ

の兄弟 らに向 って権力 を振 い

汝の要す る一切の助けを神 に祈 り求

めよ。

すなわ ちわれに近づ け，さ らはわれ

汝 らに近づかん

見 よ ，汝 い ま だ悟 らず。



私 の 証

家 庭 の タ ベ

鈴 木 政 子

岡町ワード部

子 供 が ， 「お母 さん は 少 し悦 惚 の人

だ か ら悲 しい こ とが あ る と泣 い て今 に

涙 で 体 の水 分 が な くな って死 ん で しま

うよ」 と 申 します 。 私 は 悲 しい こ とは

もち ろん で す が ， 余 りに も恵 ま れ て嬉

しい こ とが あ り ます と， 思 い 出 して も

よ く涙 ぐむ こ とが あ りま す。 き ょう，

キ ン ボ ール 長 老 御 夫妻 が 清水 伝 道 部 長

御 夫 妻 と共 にお 店 にお い で下 さい ま し

た。 本 当 に嬉 しい光 栄 な こ とで ござ い

ま した 。 私 が 安 息 日を聖 く守 る こ とに

よ る神 様 の ご ほ うび と大変 嬉 し く存 じ

ます 。 この こ と は どん な に私 に 力 と励

ま しを 与 え て 下 さ る こ とで し ょう。 開

店 した 当時 ， 日曜 日 に休 み ま す の で，

お客 様 は一 番 も うか る 日曜 日に休 み を

とる あ ほ な店 と言 って ， そ う長 く続 か

な い よ うな こ とを ほ の め か して い ま し

た。 も う ４年 目を 迎 え よ う と して い ま

す 。 今 で は お客 様 も 日曜 日は教 会 へ 行

っ て い る こ とを 知 って い ま す。 初 め は

少 しで もお店 の 宣伝 に と シ ャ ッタ ー を

開 けて で か け ま した が， 教 会 か ら帰 る

とお客 様 が お店 の 前 で待 って い る こ と

が たび たび で ， 少 しの 時 間 で も商 売 を

して しま う結果 にな りま した。 今 で は

全 くシ ャ ッタ ーを 閉 め ， お店 の小 鳥 た

ち も， こ の 日は お 日様 の光 を知 りませ

ん 。 お隣 り の中 川 兄 弟 姉 妹 の お店 も安

息 日を 聖 く守 って お られ ま す。 き ょ う

私 に与 え られ ま した テー マは家 庭 の夕

べ を 通 して 家族 が強 め られ る こ とにつ

いて で ご ざい ま す。 私 の家 で は毎 日，

モル モ ン経 典 を １章 ず つ読 む よ うに し

て い ま す。 私 が う っか り忘 れ て い ます

と子供 た ち か ら言 わ れ ます 。 ６歳 の子

供 か ら読 み始 め ます 。 時 々， 質 問 を 受

け ま す。 子 供 た ち の心 に き っ と何 か 残

って い くこ とで し ょ う。 お祈 りで 始 め

読 み終 え る と家 族 の祈 りを して 終 わ り

ま す。

家 庭 の夕 べ は大 変 楽 しい もので ご ざ

い ま す 。私 は 日曜 日か ら， よ くク ラ ス

の レ ッス ンに耳 を傾 け， 本 を 読 ん で 準

備 し ます。 月 曜 日，時 間 の あ る時 は，子

供 の歌 か ら選 ん だ歌 を歌 って 始 ま りま

す 。 お祈 りが終 わ り， 初 め に モル モ ン

経 典 を読 み ま す 。 そ の後 ， 前 の週 に決

め て お い た教 師 を 巾心 に福 音 の勉 強 が

始 ま りま す。 年 長 の子 供 た ちが 先 生 に

な る時 ，紙 芝居 の よ うに絵 を書 いて ，

小 さい子 に も分 るよ うに話 して くれ ま

す 。主 人 も私 も感 心 しな が ら聞 いて い

ま す 。 み ん な楽 しそ うで す 。 この夕 べ

で は ，普 段 聞 か れ な い よ うな先 祖 の話

を 聞 い た り， とて も良 い お話 を主 人 が

して くれ ま す。 そ の時 ， 子 供 た ち の 目

は 揮 い て い ます 。 初 め の頃 は， 最 後 の

リフ レッ シ ュメ ン トが 子 供 た ち に と っ

て 一 番楽 しい もの の よ うで したが ， 今

で は確 か に家 庭 の夕 べ に もた らされ る

こ こ ろの霊 的 な もの を子 供 が 要 求 して

い る こ とが よ くわか ります 。 準 備 が よ

くで きて， み ん なが 満 足 で き る時 は，

満 月 の よ うな家 庭 のタ ベ で す 。 しか し

三 日月 の よ うに さび しい家 庭 の夕 べ も

あ りま す。 私 た ち は， この家 庭 の 夕 べ

を み ん な で育 て て良 い もの に して い き

た い と思 って い ます 。 別 の 日 に家 族 会

議 を して い ま す の で， この家 庭 の 夕 べ

は私 共 に と って は な くて は な らな い独

特 の楽 しい 日で あ り， これ か らも一 層

そ の よ うに して い き た い と思 い ます 。

騨 壼『

子 供 が 大 学 か ら借 りて 来 た 本 の 中 に

あ る学 校 の校 長 先 生 が 「踏 む な ， 踏 む

な よ ろず の草 に花 こ こ ろ」 とい う歌 を

先 生 方 に示 して ， きれ い な花 で も冬 に

咲 く もの あ り， 春 に咲 くもの もあ り，

大 き な花 あ り， 小 さ な花 あ り，赤 い花

あ り， 白 い花 あ り， その 時 期 や 大 き さ

や， 色 や香 り， それ ぞ れ 違 え て美 し く

咲 き ます 。 子 供 ひ と りび と り も この花

こ ころ を持 って 生 ま れ て 来 て お り ま

す 。 決 して 踏 み つ け るよ うな こ とを し

な い よ う， 大 事 に育 て ，教 育 す るよ う

に と悟 して お られ ま した 。私 もそ れ ぞ

れ 違 っ た もの を も って 神様 の も とか ら

生 まれ て 来 た ひ と りび と りの子 供 を大

事 に尊 敬 して ，育 て て い きた い と思 い

ます 。 扶 助 協 会 に出 席 しま す と， 子 供

の育 て 方 ， 母 親 と して必 要 な す べ て の

こと につ い て 学 び ま す 。

私 は， 家 庭 の 夕 べ を 通 して， 確 か に

家 族 が 霊 的 に向上 し，親 子 の結 び つ き

が 強 ま る こ とを 証 しま す 。 そ して， 現

在 の予 言 者 を 通 じて 与 え られ た全 組 織

の プ ロ グ ラ ムが 私 た ちに 非常 に大 事 な

もので あ り， これ に 参 加 ， 出席 す る こ

とに よ り， 進 歩 と幸 福 が もた ら され る

こ とを 証 い た します 。私 の持 って い る

喜 び が も っ と増 大 す るよ う，謙 遜 に神

様 の戒 め に従 い た い と思 い ま す。 神 様

が 生 きて ま しま す こ と， イ エ ス ・キ リ

ス ト様 が 仲 保者 と して救 い主 ，膿 い主

で あ られ ま す こ と， この教 会 が唯 一 ま

こ との 教 会 で あ りま す こ とを心 よ り証

申 し上 げ ま す 。 す べ て を イ エ ス ・キ リ

ス ト様 の御 名 に よ り申 し上 げ ま した。

ア ー メ ンっ

２８８
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